


S 5 
ご CV 
ー QN 


雑誌 第 516 号 


国鉄 首都 特別 扱 承 


2 月 5 日 国鉄 
人 


昭和 46 年 


日 曜日 発 f 
人 


発行 通巻 88 号 (毎日 曜日 発行 ) 昭 


昭和 47 年 中 月 26 日 発 


ぬ し 





琴 有 日 新聞 社 


総監 修 

岡田 要 
末廣 恭 雄 
古川 晴男 
宮地 伝 三郎 
山 階 芳 磨 


編集 委員 

阿部 款 明 
上 野 俊一 
浦 本 昌紀 
小原 秀雄 
日 高 敏隆 
堀越 増 興 


日 本 学士 院 会 員 
東京 大 学名 誉 教授 

前 東京 学芸 大 学 教授 
京都 大 学名 誉 教授 

山 階 鳥 類 研究 所 理事 長 


農林 省 東海 区 水産 研究 所 技官 
国立 科学 博物 館 研究 官 

山 階 鳥 類 研究 所 所 員 
女子 栄 基 大 学 教授 
東京 農工 大 学 教授 

東京 大 学 海洋 研究 所 助教 授 


読者 の みな さま へ 

こん な 動物 が 登場 し ます この 百科 ? 
は 動物 を 機械 的 に 50 音 順に 並べ た も の で は 
あり ませ ん 。 系 統 だ っ た 分 類 に 従い 、 次 の よ 
うな 順序 と 司 数 で お 届け し て お り ま す 。 概説 
( 2 ), 路 乳 類 (62), 鳥類 (64), 委 虫 ・ 両 生類 
(16), 魚類 (16), 軟体 動物 ・ 昆 虫 類 ・ 甲 殻 類 ・ 
腔 腸 動物 な どの 和 無 春 椎 動物 (32)。 現 在 . 貴 乳 
類 が 終了 し , 65 号 か ら 鳥 類 が 続々 と 登場 し て 
いま す 。《 1 一 128 号 の 内 容 は 表 3 参照 》 

総 目次 と 総 索 引 が つき ます 見 て 。 
で , 楽し む 百科” と し て だ け で な く , 引い 
て 調べ る 事典” と し て の 機能 を 完全 に する 
た め , 16 冊 ご と に 総 目 次 , 64 民 ご と に 収録 類 
列 の 索引 を つけ , また 最終 の 192 号 に は 詳細 
な 総 索 引 を つけ ます 。 

「 私 た ちの 仲間 」 の ペー ジ 第 一 線 動物 学 
者 の 執筆 に よる 解説 と 注 が あり ます 。 ま た び 動 
物 週 刊 誌 ”" と し て , ニュ ー ス や 話題 , 楽し い 
読物 , ペッ ト 相 談 な ど を 掲載 し て いま す 。 

ファ イル て 保存 し て くだ さい 全 192 冊 
を 発行 順に 16 冊 ずつ , 美しい ファ イル (定価 
600 円 ) に . と じ こ ん で くだ さい 。 堅 年 豪華 な 
~ 動 物 吾 科 事 典 ? 全 12 巻 が そろ いま す 。 な お , 
バッ ク ナ ン バー の お 求め は , 表 3 「 本 誌 の 購 
読 に つい て 」 を ご らん くだ さい 、。 
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表 2 日 本 迷鳥 録 イナ バビ タキ 














凡 例 
品 本 文中 〔 〕 を 使っ た も の は , 日 本 版 の た め に 付 
加 し た 説明 で ある 。 
くわ し い 注 釈 が 必要 な 語 に は , ( 注 1 ) と 番号 を 
入れ , 「 私 た ちの 仲間 」 第 27 ペ ー ジ に , 同 番 号 で 記 
載 し た 。 な お 末尾 に ペー ジ 数 (上 両端 ) を 付記 し た 。 
動物 の 種 名 は , 原則 と し て 和 名 (一 般 に 通用 し て 
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間 に 適応 し た 特殊 な グル ー プ で 


4 羽ばたき 飛行 (上 ) 





ペッ ト 相 談 室 ・ 仲 間 の ひろ ば ・ 裏 表紙 説明 


監修 


翻訳 


森岡 弘之 (国立 科学 博物 館 研究 官 ) 
権 寧 (本州 大 学 講師 ) 


いる 外来 語 を 含む ), 学名 (イタ リッ ク ) の 順 で 表記 

し た 。 和 名 の 多い 場合 , 併記 し て いる も の も ある 

が ., 専門 家 と 協議 し , 編集 部 で 決定 し た 。 和 名 の な 

具 科 0 英語 名 また は 仏語 名 を カナ 書き で 入れ , 
言 (ロー マン ) を 付記 し た 。 

] 人 名 。 地名 は , 本 人 また は 現地 読み を 原則 と し た 

が 慣用 の 固定 し て いる も の は , それ に 従っ た 。 

















に 取り あげ る イナ バビ タキ , 前 回 の ハシ グロ ビタ キ , 
以前 登場 し た サバ クビ タキ は いずれ も ヒタキ 科 ツ グミ 
バク ビタ キ 属 に 含ま れる 近 縁 種 ど うし で ある 。 こ の 属 
ユー ラ シ ア 大 陸 か ら ア フリ カカ に か け て 主 産 し , 草 突 
ツグミ 亜 科 中 、 も っ と も 開け 
体 色 は 灰色 が か っ た 褐 
黒 と 白 の 配色 だ 。 共 通す る 特徴 と し て , 白 ま た は 黄 の 


草地 や 砂漠 な ど に すむ 。 
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これ は 、 


送 丁 字 型 の 黒い 模様 が つい て いる 。 日 本 に 迷 行 し た 
この 工 字 型 の ぐあい で それ ぞ れ 区 別 が つく の で , 図 
ら べ て ほし い 。 た だ , 地上 に お り て いる と き は , 尾 を 
お り , その 上 に つば さ を 重 ね て いる の で , 工 字 は ほ と 
え ず , 飛び た っ た と き , は じ め て それ が 目 に は いる 。 
鳥 ど うし で も 重要 な 信号 と し て 働い て いる 。 イナバ 
は 全長 17 セ ンチ , 中 国 か ら イ ラン ・ ト ルコ まぐ で 分布 し, 
フリ カ へ 渡る 。 日 本 で は 鳥取 県 ( 因 帳 ) で 明治 来 に 1 
録 が ある だ け で ある 。 画 








3 


ぐ 1972 ASAHI SHIMBUN, Tokyo, pour la langue japonaise・ Librairie LAROUSSE, Paris・ RIZZOLI EDITORE, Milan. 






4 年 半 ほ ど 前 に 、 玄界灘 に 面 し た 田舎 
町 へ 転勤 に な り 、 通 勤 も 不便 な の で 、 勤 


務 地 に 近い 所 へ 家 を 移し た 。 海 岸 ま で 約 
400 メー トル ほど で , 夕方 に は 当時 3 歳 
| の 娘 を 連れ て 、 海 岸 を 散歩 する の が 日 課 
の よう に な っ た 。 貝 帝 に 興味 を も っ た 娘 
が 拾う 内 の 名 まえ を 本 で 調べ て や っ て い 
る うち に , いつ し か 自分 が 熱中 する よう 
に な っ て し まっ た の で ある 。 


守備 範囲 は 約 56 キ ロ の 砂浜 


歩く 距離 も る 、 は じ め は 周辺 1 . 2 キロ 
程度 だ っ た が , 4 キロ , 6 キロ 、10 キ 
ロ 。 15 キ ロ と , し だ い に 長 く な り 。 今 
お ん が ぐん あし や い 
は 福岡 市 志賀 町 か ら 遠 賀 郡 芦屋 町 まで 、 
約 56 キ ロ が わた し の 採集 範 胃 で ある 。 
た また ま 漂 着物 の な か に ヤシ の 実 を 見 
役 幼 宮 南方 産 の 果実 類 に も 注意 する よ 


か た で ん げん か いち よう こ 


うに な っ た 。 ま た 宗像 郡 海 町 上 八 の 


浜 で 「 安 政 五 年 」 と 墨書 され た 江戸 時 代 
ます き うす きぬ た 
の 枯 を 拾っ た の を 機 に 、 木 臼 、 太 な ど 意 











外 に 数 多く 漂着 する 農具 類 や 民 具 類 も 拾 
い 集め る こと に な っ た 。 

狭い わが 家 は 、 貝 殻 や 種々 の 漁具 、 農 
具 類 、 リ ン ゴ 箱 数 杯 の 南方 産 果 実 類 な ど 
で いつ し か 埋まっ て し まっ た 。 訪 ね て き 
た 友人 も 「 と うと うお 前 は 海 の バ タ ヤ に 
な っ て し も うた な 」 と あき れ 果 て て い 
の が 

が らく た 物 ば か り を 拾っ て き て , 最初 
に 妙 な 顔 を し て いた 妻 も 、 と き に は 海 
の 幸 ? も あっ て か , 今 で は 「 き ょ う は な 
に ?」 と リュ ッ ク の 中 身 に 興味 を 示す よ 
うめ が た だら 4 だ じじ な と の ご の 和仁 5 
1 日 1 度 は 海 を 見 な く て は 気 が 安 ま ら な 
い 始 末 だ 。 最 近 。 海 か ら 約 300 メー トル 
の と ころ に 土地 を 買っ て , 海 と 一 生 つき 
あう 決心 も し た の で ある 。 
福岡 県 北部 の 沿岸 は 、「 ひろ げた バラ 
ソル の ふち 」 と 形容 され る よう に 、 岬 
や 崎 な どの 岩礁 と 弧状 を 描く 砂浜 と が 交 
互 に 連なっ て 、 玄界灘 、 才 灘 へ と 突き 
だ し て いる 。 そ の 沖 
合い を 奄美 諸島 の 北 
西 か ら 分 か れ た 黒潮 
の 分 流 、 対 馬 暖 流 が 
流れ て いる 。 海 は 青 
く , 白砂 青松 の 海岸 
線 は 美しい 。 昨 年 、 
東京 か ら 貝 採集 に き 
た 知人 は ,「 持 っ て 
帰り 、 み ん な に 見 せ 
た い ほ どの 美しい 海 
だ ち 絶 計ら た 。 
玄海 砂丘 と いわ 
れる 砂丘 地 、 と くに 
「 理 も れ た 金 印 」 で 
著名 な 志賀 島 か ら 





文 と 写真 
石井 加 


福岡 県 古 錦 町 古 質 中 学 教諭 


福岡 県 粘 屋 郡 新宮 海岸 か ら 
福間 、 津 屋 崎 方 面 の 展望 


朝日 国際 マラ ソン の 折り 返し 地点 の ある 
海 ノ 中 道 を へ て , 奈多 まで の 砂丘 は 、 ど 
この 砂丘 より も 美しい と 思う し 、 宗像 才 
玄海 困 皇 月 松原 も 雄大 で よい 。 


恵まれ た 海 の 幸 


海 の 幸 も 豊富 で 、 と くに 北西 の 季節 風 
の 吹く 冬 李 は 豊か で ある 。 オ ウム ガイ の 
殻 や オ サ ガ メ , 南方 産 果 実 を も あたら す 暖 
流 は , 巨大 な ソ デ イ カ や ムラ サキ ダコ , 
アオ イガ イ な どの 熱帯 ・ 亜 熱帯 性 の も の 
を ゃ る 運ぶ 。 近 海 に 生息 する スナ ダコ 、 マ 
メダ コ ,、 コウ イカ , スル メイ カ な ど は 春 
先 の 海 の 荒れ た と き や 干 潮 の と き に は よ 
く 拾 う 。 

また , 福岡 県 内 で も 打ち 上 げ 貝 の 多い 
と ころ で 、 約 400 種 が 採集 され て いる 。 
アカ ガイ ,。 ザ ル ガ イ , バカ ガイ , チョ ウ 
セン ハマ グリ , コタ マガ イ や 上 躍 原 益 軒 の 
『 策 前 風土 記 』 に も 記載 され て いる オオ 
マテ も 打ち あがる し , 西 卿 川 や 渡 半島 の 

















88 号 …| 1 月 26 晶 





入り 江 周 辺 で は , アサ リ や テン グ ニ シ な 
ど が 採れ る 。 

魚 も る 、 冬 の 荒れ た と き に は 深海 に 多い 
スミ ツキ アカ タチ か ら ウ マズ ラ ハ ギ 。 ト 
ビ ウ ゥ ウオ, サイ ウオ な ど 多 数 打ち 上 げ ら れ 
る 。 

春 に は 養殖 や 天然 の ワカ メ が 大 量 に 流 
れ 着く 。 岩 礁 地帯 で は .、 ノ ソウ メン ノリ 、 モ 
ズ ク デン グ 9 衝 本 キャ ウト グリ サモ お ME ドコ 
グ サ な どの 海藻 が 繁茂 し ウニ, サザエ 
も 手 が 届 く と ころ で 採れ る ほど で ある 。 

暖流 に よっ て 運ば れる 南方 産 果実 や 種 
子 も 。 ココ ヤシ 、 ニッ パャ ヤシ, サラ ッ カ 
ボル の ゴー デビ マン シンゴ ズ 到 ジン) に ゴ バ パシ 
ノア シ 、 サ キシ マス オウ ノ キ , タン ボ イ 
な ど 10 数 種 に も お よぶ 漂着 が あっ て , 海 
に いっ そう ロマ ンチ ッ ク な いろ どり を 添 
えて いる 。 雄大 な 自然 と 海 の 幸 の 豊か さ 
と が 、 こ の 玄 界 沿 岸 の 魅力 で あろ う 。 

以下 、 わ た し の 採集 品 の 一 部 を ご 披露 
する が その 前 に まず 明治 時 代 の 珍し い 
記録 を ご 紹介 し て お きた い 。 


昔 は オッ ト セ イ も 漂着 





福岡 県 屋 郡 新宮 町 は 玄界灘 に 面 し た 
小さ な 町 だ が 、 そ の 海岸 の 松林 の 中 に 、 
新宮 神社 と いう 小さ な 神社 が ある 。 こ の 
神社 の な か に 1906 (明治 39) 年 奉納 の オ 
ッ ト セ イ の 絵馬 が ある 。 ひ と り が 訓 口 を 
振り あげ ,、 も う ひ と り が オッ ト セ イ の 首 
に 縄 を か け て 引い て いる 図 で ある 。 

絵馬 に は 次 の よう に 記さ れ て いる 。 

「 明 治 三 十 九 年 正月 世 日 携 暁 、 井上 洛 
次 朗 、 藤 田 文平 二子 相 伴 テ 海 濱 ニ 出 テ 
潮 井 ヲ 取 ラ ント スル トキ 、 海上 ニー 物 ア 





オッ ト セ イ の 絵馬 
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私 た ちの 仲間 














リ テ 、 渋 間 = 出 没 スラ 吾 視 スル ニー 
/ 敬 漁 ナリ 、 直 チ = 近 了 ノ 人 ラ 誘 ヒ 米 
リ 助 勢 フ ア と ヒ テ ン ラ 引 上 ケ 初 テ 腸 肌 勝 ナ 
ル ラ 知り 、 導 津 崎 水 産 試験 場 = 條 り 際 
列 シ アル 処 / 素 本 上 早 合 ス ル ニ ー 点 ノ 
差 ナシ 依 テ 拾得 物 ノ 成 規 ラ ヲ 踏 ミ 駐 在 巡査 
= 報告 シ と 其 手続 ラ 了 ス 、 之 ガ 一 度 新 聞 紙 
= 掲載 セラ ルル ヤ 銘 チ 諸 方 = 便 描 シ 其 
肉 / 良 薬 ナ ル ヲ 知 テ 、 郵 便 成 へ 電信 以 テ 
購 求 申込 者 数 ヲ 知 ラズ 依 テ 販 下 シテ 世 
人 、 助 トナ ス 云 々 」 と ある 。. 

絵馬 は 色 も 大 部 分 制 落 し て いる が 厄 肌 
及 な る る の は 、 黒 っ ぽく か が れ 、 2 人 の 
漁師 と 比較 し て も か な り 大 きい 。 ア シカ 
科 は 以前 日 本 海 竹島 付近 に ゃ 生起 し て い 
た そう で ある か ら 海 流 に 乗っ て 西 下 し た 
の で あろ うか 。 

新宮 か ら 西 へ 約 26 キ ロ 福 岡市 今津 の 浜 
に も ゃ 1879 (明治 12) 年 に 漁師 の 網 に ^ 大 
き さ お よそ 3 尺 、 全 身 毛 を は や し 、 手 と 
足 に 水 か き が あり 、 頭 は 猫 と も 犬 と も つ 
か め 異 様 な 怪物 が か か っ た 。 人 びと は そ 
の 形相 か ら 海 大 と 呼び * 相当 な 評判 と な 
っ た 。 高 い 値段 で 売ら れ 見 世 物 に され た 
そう だ が 、 捕え られ て 約 40 余 日 で 死ん で 


し まっ た 。 近 くに 住む 絵師 が これ を 伝え 
聞き 、 そ の 海 犬 を 描い た も の が 現在 今津 
の 水崎 氏 宅 に 保存 され て いる 


それ を 見 る と 、 か ら だ に 斑紋 が あり ゴ 
マフ アザ ラ シ の よう で ある 。 
アザ ラ シ は 1968 年 福岡 県 宗像 入 津 屋 崎 
町 の 恋 の 浦 の 沖 で 捕獲 され 、 現 在 同町 
に ある 九州 大 学 水産 実験 所 附属 水産 増殖 
科学 館 に 制 製 が ある 。 ゴ マフ アザ ラ シ 
Pocz oz22 は 北海 道 周辺 に 生 四 し て 
いる の で , オッ ト セ イ と 同様 に アザ ラ シ 
科 海 流 に 乗っ て きた も の だ ろう 


この ゴマ フ 


オ サ ガ メ 


対馬 暖流 に 乗っ て 南方 産 の さま ざま の 
動植物 が 運ば れ て くる が 、 そ の ひと つ に 
オ サ ガ メ の gwoce/ys co7zgce4 が ある 

オ サ ガ メ は 現 生 する カメ の な か で は も 
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っ と ゃ る 大きく, 甲 長 2.4 メー トル 、 重 量 
725 キロ に ゃ 達する も の も ある ジャ ン ボ 
ガメ で ある 。 草 状 の 甲 維 を 持ち 、 そ れ に 
は 縦 に 7 条 の 隆起 が あり 、 腹 部 に も 5 条 
の 隆起 が ある 。 分布 は 大 平 洋 、 大 西洋 
イン ド 洋 で ある 

わた し が この オ サ ガ メ を 最初 に 兄 た の 

は 1969 年 の 11 月 、 福 岡 県 宗像 才 福 周 町 の 
海岸 で あっ た 。 砂浜 を 歩い て いる と , 小 
型 の ボー ト が ひっ くり か えっ て 砂 に 埋 も 
れ て いる よう で ある 。 思 わ ぬ 拾い ゃ る の と 
喜ん で 砂 を 除く と , 妙 な に お い が す る 
ボー ドド だ 5 で G は の が の SC 
どう も ゃ 変 だ 。 甲 羅 だ け で あっ た せい か 見 
当 が つか な か っ た の で ある . 
と を 友人 に 話す と 、 図 書館 
で 調べ て き て くれ た 。 そ れ で オ サ ガ メ の 
甲 維 で ある こと が わか っ た の で ある 
漂着 する オ サ ガ メ の 大 部 分 は 甲羅 ば か 
り だ が 、 2 回 ほど 完全 な も の を 見 た 。 オ 
サガ メ は 砂浜 に 打ち 上 げ ら れる と , 油 が 
に じみ 骨 が ば ら ば ら に な っ て し まい ,、 長 
く は も た な いよ う で ある 。 福間 の 浜 で う 
ち 上 が っ た オ サ ガ メ を 見 に き て いた 老婆 
は 「 ヤ シマ ポ ボウズ 」 と 呼ん で いる と 教え 
で くれ た が 名 まそ を も むら う は せき 
の カメ の 漂着 は 多い の だ ろう 、1969 年 か 
ら 1971 年 まで に わた し が 去 界 灘 の 海岸 で 
見 た オ サ ガ メ は 8 例 で 、 そ の うち 5 例 が 
1971 年 中 で あっ た 


選 日 その こ 


アカ ウミ ガメ ? 


こと し の 7 月 か ら 8 月 に か け て 異常 潮 
位 が 記録 され た が , それ と 関係 ある か ど 
うか 、 SS 

岡市 海 の 中 道 か ら 宗 像 郡 深 浜 問 
の の ムラ サキ PD 
9 月 に は 完全 な 3 個 の ココ ヤシ 、 
タン ボ イ な どの 南方 
産 果 実 ・ 種 子 類 の 漂着 が 目だっ た 。 粗 屋 
郡 新宮 浜 で ゴン ドウ クジ ラ が , 宗像 郡 恋 

の 浦 で は ウミ ガメ の 死体 が 漂着 し た 
宗像 郡 恋 の 浦 は 砂浜 と 砂利 浜 と か ら な 


ンー 


イペ タブ デジ 











る 海岸 で 、 ウ ミ ガ メ の 死体 は 砂利 浜 の 東 
端 で 、 満 測線 の と ころ に 漂着 し て いた 。 
漂着 し て か な り 日 数 を 経過 し て いた らし 
く 、 甲 維 の 外皮 が 剣 離し 、 白 く 風 化し て 
いた 。 

甲羅 は 95 セ ンチ x75 セ ンチ 、 首 と 後肢 
が な か っ た 。 前 肢 の 指 に 、 つ め 2 本 が あ 
り 、 ま た 甲 雑 の 側板 か ら 見 て 、 ア カウ ミ 
ガメ らし い 。 以 前 この 海岸 に は 、 ウミ ガ 
メ が 産卵 の た め 上 が っ て いた が , コン ク 
リー ト の 防潮 堤 が で き て か ら は 、 カメ や 
ご な ぐ く が な っ た どい う 

玄 界 に 面 し た 海岸 で の ウミ ガメ の 記録 
と し て は 、1969 年 正月 に 福岡 市 奈多 浜 で 
死体 が 、1970 年 12 月 宗像 郡上 八 浜 で 甲 殺 
の な い ア カウ ミカ ガメ (? ) の 死 般 が 、 1971 
年 9 月 に は 宗像 郡津 屋 崎浜 で 約 50 セ ンチ 
ほど の 生き た ウミ ガメ が 捕獲 され 、 剣 製 
に され て いる 。 「 稚 は 千年 、 亀 は 万 年 」 
と いわ れ 、 長 命 の 代表 の よう に 、 ま た 緑 
起 の よい も る の と され て いる が 、 首 や 甲 苺 
の な いも の や , さら に 剣 製 に され た も の 
な ど 「 こ れ が 万 年 目 」 の 自然 死 で も あれ ば 
別に 気 に も と め な い が 、 ど う も 無残 な 感 
じ が し て , や りき れ な い 気 持 に な る 


2 ドウ クジ クラ 


1970 年 夏 、 福岡 県 宗 像 郡 玄 海 町 の 釣 川 
河口 の 浜 を 歩い て いた ら , 砂浜 に ゴン ド 
ウゥ クジ ラ の 死体 が 打ち 上 げ ら れ て いた 。 
長 さ 2.5 メー トル , 強烈 な 真夏 の 太陽 に 
さら され , すでに 異 中 を あたり に 漂わ 
せ 、 内 臓 の 一 部 が 露出 し て いた 。 

クジ ラ や イル カ が (その 区 別 は 、 大 き さ 
に より 体長 5.6 メー トル 以上 の も の を ク 
ジラ , それ 以下 を イル カ と いう そう で あ 
る ) 湾 内 に 迷い こむ こと が よく あり ., 今 で 
も よく 新聞 紙上 を に ぎわ す 。 む か し は 
「 鯨 一 頭 で 七 浦 う る お う 」 と いわ れ て , そ 
の 利用 価値 は 非常 に 高い も の で あっ た 

福岡 県 粗 屋 才 新 宮 町 に ある 磯崎 神社 に 
は 1834 (天保 5 ) 年 奉納 の 「 新宮 浦 に 迷 

こん だ イル カ を 獲 っ て いる 」 絵馬 が あ 





る 。 突然 に 迷い こ きた 海 の 幸 の 大 群 
を 捕え よう と し て , 舟 を 出し , 網 を 引く 
る ゃ の, 海 の な か に は いっ て と る 者 な ど が 
生き 生き と 描か れ て 迫力 が ある 。 

新宮 の 海岸 か ら 南 約 1.5 キロ に 夜 四 條 
中 と いう 文 本 か ら 応 生 初期 に か け て 
の 遺跡 が ある が 、1951 年 に 発掘 調査 が 行 
な われ た が 、 約 3.3 平方 メー トル 程度 の 
小 由 環 か ら 、 ク ジラ の 骨 で つく られ た 土 
掘 具 が 出 て いる 、 わ た し が ゴン ドウ クジ 
ラ の 死体 を 見 た と ころ か ら 近 い 神 湊 の 
古墳 時 代 の 貝塚 か ら も る 、 ク ジラ の 骨 で 加 
上 し た 骨 角 器 が 出 て いる 。 浦 に 迷い こん 
だ も の を 捕え た も の か 、, 死体 で 凛 着 し た 
も の を 解体 し た も の で あろ う 。 人類 と ク 
ジラ の 出会い は 案外 と 古い よう で ある 。 


オウ ム ガ イ 


1971 年 12 月 に は 、 福岡 県 宗像 都 津屋 崎 
町 白石 浜 と 同 郡 玄海 町 上 八 の 海岸 で 、 オ 
1 

鳥 郡 二 区 町 深江 海岸 で 1 回 、 佐 藤 勝 
RM 

オウ ム ガ イ AgzZ が Zs は 中 世代 に 栄え 
た アン モナ イト と 同種 で 。 オ キナ エビ ス 
ガイ と と も に 、 生 きた 化石 と し て 現在 6 
種 が 知ら れ て いる 。 こ の 貝 は イカ や タコ 
と 同じ 仲間 だ が , 帝 を 有 し 、 と くに 成長 
と と も ゃ に 隔壁 を つく り 、 本 体 は 最終 の 室 


に いる が 、 死ぬ と 死体 は 浮く 。 こ れ を 死 
浪 流 性 と 呼ん で いる 

分 布 は フィ リビン 海域 、 ニ ュー ギニア 
周辺 、 オ ー ス トラ リア 沿海 、 ニ ュー ヘ ブ 


JaZK20 ジ ョ ネー ジー, 証 坊 BZ な ど 5GiN 旧 
本 に も っ と も ゃ 近い オウ ム ガ イ の 生息 は 
ルソン 鳥 の 西岸 と いわ れる 。 

日 本 で の 漂 斉 は 沖縄 を 含め て 20 か 所 が 
知ら れ て い ` る が 、 日 本 海 側 の 漂着 は 能登 
福浦 港 と 了 岐 鳥 で 記録 され て いる に すぎ 
な い 。 オ ウム ガイ の 死体 は 、 黒 潮 に 乗 
り 、 さ ら に 対馬 暖流 に 乗っ て 、 北西 の 季 
節 風 に 吹き あげ られ て 福岡 県 の 海岸 に 打 
ち 上 げ ら れ た も の で あろ う . 








GS で SE 生 に な る と 





に cp 


ソ デ イ カ 


冬 に な る と 、 去 界 灘 に 面 し た 海岸 に 大 
型 の イカ が 打ち 上 が る こと は 新聞 や 友人 
か ら も 聞い て 知っ て いた 。1969 年 か ら 毎 
朝海 を 歩い て いた の だ が , 忘れ も し な 
い , その 年 11 月 30 日 は 小 害 ま ざ り の 寒い 
朝 だ っ た 。 宗像 才 福 岡町 の 西 卿 川 の そば 
で , 約 50 セ ンチ ほど の ソ デ イ カ を 拾っ た 

全体 赤 褐 色 の 気味 悪い 色 を し て いた 
が , 濾 打 ちぎ わ で まだ バ パタ バタ し て い 
2 イグ と UGC は 2 鐘 放 だ ろ ゆ が 、 
さしみ に し た と ころ 1 家 4 人 で は 食べ き 
れず , 近所 に 配っ た ほど だ 。 

ソ デ イ カ (オオ トビ イカ 科 ) は 熱帯 ・ 
亜熱帯 性 で 、 大 きく な る と 1.5 メ ー ト 
ル 、 胴 長 75 セ ンチ に も ゃ 達する そう だ 

北西 の 季節 風 の 吹く 10 月 ご ろか ら 媒 3 
月 ご ろ に 多く , 柏屋 郡 新宮 で は ひと 冬 に 
180 匹 も 、 こ の イカ が 拾わ れ た と いう 
で か い の に な る と , 1 叱 数 千 円 の 値段 が 
早朝 4 時 ご 
ろ 、 き まっ て 海岸 を 回 っ て いる 人 が いる 
し 、 わ た し ゃ この 期間 は 早朝 歩く が 、 す 
で に 砂浜 に は 点々 と 足跡 が 残っ て いる 。 


日 曜 あ た り は 津屋 崎 ま で 歩く と 20 人 近い 


人 に 会 うし , 貝殻 な ど を 拾っ て 、 ナ ッ プ 
ザッ ク を 重 そ うに 持っ て いる と , きま っ 
て 何人 か が 寄っ て き て 「 あ が り よ り ま す 
ナ 」 な ん て 聞か れる ほど だ 

宗像 郡 玄海 困 釣 川 河口 か ら 鐘 崎 の 光 岸 
で は , 波打ち ぎわ を バイ ク で 海 を パト ロ 
ー ル し て いる 人 を 、 この 期間 は 見 か け 
る 。 わ た し ゃ その 後 2 回 め を 1971 年 12 月 
に 拾っ た が 25 モ セン チ ほ どの 幼 イ カ だ 。 わ 
た し の 願い は , 一 度 で よい か ら , 1.5 メ 
ー ト ル の 大 型 の $ ゃ の を 拾い 、 職 場 の 同僚 
た ち に 御馳走 する こと で ある 


アオ イガ イ 


アオ イガ イ の 漂着 が 見 られ る の も , 冬 
の 海 を 歩く 楽し さ の ひと つ で ある 。 アオ 
イガ イ (カイ ダコ ) は 植物 の アオ イ 











( 葵 ) の 葉 形 に 似 て いる と ころ か ら 、 こ 
の 名 が つけ られ た と いう 。 貝殻 を つけ た 
タコ の 雌 で 、 卵 を 生み , 購 化 する まで , 
この 貝殻 で 保護 する 。 殻 は 写真 で 見 る よ 
うに まっ 白 で 薄く , さざ波 状 の し わが あ 
っ て 美しい 。 

分 布 は 温暖 海 で 。 海流 に より 一 度 に 大 
量 に 漂着 する こと も ある 。1970 年 福岡 県 
東部 (宗像 ・ 粗 屋 ) で 5 個 , 西部 (福岡 
市 西部 糸島 佐賀 方 面 に て 佐藤 勝義 氏 採 
集 ) で 8 個 、1971 年 末 一 1972 年 の 冬季 に 
は 西部 で 1 個 採集 し た に すぎ な い 。 

白く 美しい 殻 で 。 それ だ け に 目 に つき 
や すく 、 海 に 面 し た 漁師 の 家 で は 、 案外 
この 殻 を 持っ て いる 。 


ムラ サキ ダコ 


ムラ サキ ダコ は 「 雌 座 に より 形 お よび 
大 き さ を 異 に する 。 雌 は 腕 を 含み 身長 50 
セン チ に 及ぶ 巨大 形 、 全 身 褐 紫色 、 特 に 
背面 の 色 が 濃い 。 胴 お よび 頭 は 大 きく 
て 、 表面 平滑 。 腕 の 長 さ は 甚だ し く 不 
同 。 雄 は 甚だ 小さ く 腕 に 雌 に ある よう な 
卒 膜 は な い 、 分 布 は 温熱 帯 区 域 に 広く 分 
布 す る 」 原色 日 本 海岸 動物 図鑑 保育 
社 刊 よ り )。1967 年 の 夏 に 福岡 県 灯 屋 郡 
宮 町 の 海岸 に 大 量 に 漂着 し た 記録 が あ 
る 。1971 年 夏 、 粗 屋 郡 新宮 町 の 波 止 に 、 小 
ァ アジ が 釣れ る と いう の で 出かけ 、 岸 壁 で 
糸 を た れ て いる と 、, 目 の 前 を ゆう ゆう と 
ムラ サキ ダコ が 泳い で いる の に 出くわし 
た 。12 月 に は 福岡 市 海 ノ 中 道 で 長 さ 50 セ 
ンチ は ほど の 雌 が 漂 府 し て いる の を 見 た 

こと し の 夏 は 各地 で また 異常 潮位 が 記 
録 さ れ た が , 7 月 末 か ら 8 月 中 ご ろ ま で 
柏屋 郡 古賀 か ら 宗 像 郡津 屋 崎 町 に か け て 
の 海岸 で 、 ム ラサ キダ コ の 漂着 が 多かっ 
た 。 写 真 は この 8 月 20 日 、 津屋 崎 に 漂着 
し た 雌 で 、 長 さ 約 40 セ ンチ , 腕 の 部 分 の 
座 膜 が 波間 に カー テン の よう に ゆら ゆ 
ら と ゆれ て いた 。 引き あげ る と 、 身 に 締 
り が な く 、 福 紫色 の 色 が 気味 悪い 。 ボ ロ 
雑巾 みた いな 感じ の タコ で ある 








美しい 砂浜 も 傷つい て いく 


と ころ で 、 歩 く 範囲 る ひろ が り 回 数 も 
鎖 繁 に な る と 、 少 し ずつ 変わ りつ つ あ る 
自然 が 妙 に 気 に な る 。 

松林 の な か を 歩く と ,、 割れ た ビー ル や 
コー ラ の ビン 、 空 き 謗 、 プ ラス チッ ク 、 
紙 局 な ど 麻 弁 捨て 場 と 化し て いる と ころ 
が あま り に や も 多い 。 海 を 歩く と 、 白い 運 
動 靴 は 油 で まっ 黒 に よごれ る し, 砂地 に 
すわ る の は よい が , 尻 に ベッ トリ と 黒い 
油 が つく 。 漂 着物 に まじ っ て , あず き 大 
か ら こ ぶし 大 の 廃油 ボール が 無数 目 に つ 
く し, 南方 か らく る ヤシ や 純白 の アオ イ 
ガイ の 殻 に ゃ 重油 が 付着 し て お り 、 海 の 
よごれ を 物語 っ て いる 。 

また 護岸 の た め の コ ンク リー ト 壁 や テ 
トラ ボッ ト が 、 砂 丘 地 の 姿 を 変え た り , 
魚介 類 や その 他 の 生物 の 生息 の 場 を 息 っ 
て いる 。 か つて 宗像 郡津 屋 崎 町 変 の 浦 の 
浜 に は 、 ウミ ガメ が 産卵 に 上 が っ て きた 
そう だ が 、 今 は も う 遠 いむ か し の 話 に な 
っ で や じ ま ら た 。 

海岸 の マツ の 木 $ も , ここ 1、 2 年 急激 
に マツ クイ ムシ に 荒らさ れ て , 枯れ た も 








ココ ヤシ の 漂着 状況 福岡 県 宗像 郡 玄 海 町 上 入 海 岩 
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に 


の が あま り に も 目 だ つ 。 
な ら な けれ ば よい が …… 

春 に な る と , ソウ メン ノリ や モズ ク を 
採る の も 楽しみ だ が 、 こと し は な ぜ か 採 
れ な か っ た 。 海藻 の で き が 例年 に な く 悪 
いと 漁師 か ら 聞 いた 。 昨 年 末 か ら こ と し 
の は じ め に か け て 、 福 岡市 志賀 町 か ら 、 
宗像 郡 玄海 町 の 海岸 で 、 大 量 に 海鳥 の 死 
体 を 見 た 。 原因 は いっ た いな ん で あろ う 
か 。 波 間 に 漂 う 死 体 を 見 な が ら 、 暗 い 沈 
ん だ 気持 に な っ た の は 、 海岸 を 歩い て は 
じ め て で あっ た 。 

玄界灘 に 面 し た 海岸 は 、 ま だ 確か に 美 
し い 。 魚介 類 も 豊富 だ が 、 これ が 永遠 に 
続く と いう 保障 は 何 ち な い 。 こ の 美しい 
自然 は 、 祖 先 が だ いじ に 守り 育て て きた 
も る の で あり , それ を わた し た ち は 引 き 継 
ぎ 育 て て いか な けれ ば な ら な い 。 豊か な 
美しい 自然 を 守る た め に は , 遠 大 な 構想 
も 必要 で あろ う が , まず 小さ な こと か ら 


黒 砂 枯 松 な ん て 


出発 すべ き で あろ う 。 そ れ に は , わた し 
た ち ひ と り ひ と り が 、 自然 を だ いじ に し 


よう , 守ら な けれ ば な ら な いと いう 自 
覚 」、 そ こ か ら 出 発し て いか な けれ ば な ら 
な いと わた し は 思う 。 画 
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ヒ ク マ と 2 人 の イノ シシ 必 : ち 連 半 2 
へ 8 
ロタ / 





どん ご え は 4 か 月 ぶり に 
冬眠 室 か ら 出 た 。 

Ss だ た だ た. 

畑 さ ん と の 生活 が 始ま る 。 
2 年 め の の どん で え は 
どん な 成長 ぶり を 
示す だ ろう 。 

撮影 畑 三喜 雄 


つい に や っ て きた 
か ら 出 す 日 が 

3 月 の 中 旬 、 春 は まだ 浅く , 運動 場 に 
は た っ ぷり 雪が 残っ て いた 。 ブ ー ル の 氷 
も る 厚かっ た 

脈 捧 、 呼 吸 、 す べ て が 正常 に 戻っ て 
いる 。 体 る 無残 に 痩せ た 。 皮 下 脂肪 は ほ 
と ん ど な く 、 天 が こけ 、 四股 が 長く な っ 
た よう に 感じ られ る 
負え て 普 立 っ て いた 

と いっ て , 好物 の コマ イ を 煮 て 与え て 


どん べ え を 冬眠 室 


も , 1 尾 か 2 尾 食べ る だ け 。 こ わい ほど 
甘味 類 を 欲し が っ た 

本 能 が 命ずる の だ ろう か 、 脂 肪 分 を 欲 
し が り も し た 。 ク ジラ の ベー コン を 与え 
た と する 。 と 、 肉 の 部 分 を 残し 、 脂 身 だ 


け を むさ ぼっ た 

冬眠 室 で 食べ させ よう と する 。 が , ど 
ん べ え は 力 が 余っ て いる らし く ,、 執 勧 に 
僕 の 腕 に と りす が っ た 。 それから 体 当 
り 。 胸 に か ぶり つい て くる 。 部屋 が 狭い 
の で , 久し振り に ちょ っ ぴり 危険 を 感じ 
た 

僕 は ヒゲ に ., 

いよ いよ だ な 

「 あ あ 。 冬 眠る 今日 で 終り だ 

「 じゃ 。 出し て や る か 」 

鉄 扉 が 大 きく 開か れ た 

どん べ え は 冬眠 室 の 入り 口 か らち ょ っ 
ぴり 顔 を 出し 、 不 思 議 そう に 外 を 見 た 
それ か ら 雪 を 誠 め 、 1 歩 2 歩 、 ま ば ゆい 
外界 へ 歩き だ し た 

「 何 だ これ は 。 変 て こ な も の が つも っ て 
いる な あ 

そう 言っ て いる よう で も あっ た し , 

「 う む 。 お か し い ぞ 。 う か つ に 歩い た ら 
ヤバ ベイ ぞ 」 
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と , 自分 に 言い 聞か せ て いる よう で も 
あっ た 。 

さか 。 hs PC 

雪 に 慣れ る と , どん べ え は 走り 始め 
た 。 も う 僕 な ど は 目 に 入ら な いら し く 、 
前 肢 を 揃え て ギャ ロッ プ だ 

2 周 計 き 周 語 4 周 、 

走り 回 っ て は 冬眠 室 の 中 へ 隠れ た 。 そ 
れ か ら ま た 出 て き て , 雪 の 吹き だ まり を 
前 肢 で か いた 。 コ ンク リー ト の 床 が 現 わ 
れる と ほっ と し て , また 別 の 個所 の 害 を 
掘る 

呼ん で みた 

7 でぶ と 7 ベス 

見 向き も し な い 。 つ い 声 が 荒く な っ て , 

の 2 で 3 SV の 

し か し 反応 が な い 

畜生 

僕 は 大 声 で 笑っ た 

人 間 が いる こと は 十分 意識 し て いる の 
だ 。 膜 病 な クマ が 、 人 間 の 存在 を 無視 
出来 る わけ が な い 。 知 っ て は いる の だ 
が , 害 を 与え な いと 知っ て いる 僕 よ り 
る 、 未 知 の 銀 世界 に 心 を 槍 わ れ て いる の 


さあ , 暴れ ろ 。 た っ ぷり 遊べ 。 腹 を す 
か せ て , また も りゃ も り 食 べ て くれ 
寺 に 

ちょ っ と 頸 じ ゃ な いか 。 こ っ ち だ っ て 
今 まで 辛抱 に 辛抱 を を 重ね た の だ 。 昔 を 
思い だ し て 、 昔 と いっ て も 4 か 月 前 を 思 
い だ し て , すもう を 取 ろ うじ ゃ な いか 
そう 思っ て どん べ え を 追い つめ た ら 、 
バシ ン と バン チ を 喰らっ て し まっ た 

づら 

叶っ て は みた も の の , 嬉し い 痛 さだ 
そう だ 。 こ れ が クマ の 旋 だ っ た 。 クマ 


畑 正憲 


は こう で な けれ ば な ら な い 。 
つか れ 。 な ぐり か か っ て こい 


ドジ 22 を が 


し か し , バン チ は その 一 発 だ け だ っ 
た 。 ど ん べ え は た ち ま ち 遊 びり ルー ル を 
思い だ し て 僕 に し な だ れ か か っ た . 
まま 
接 史 
EK に ま 

また 接 史 wt 
続い て 投げ と ば し 、 押 えつ け て 堂 を 
調べ た 
する と , 系 状 に 長く 伸び て いた 角 化 し 
た 皮 膚 の 大 半 が な く な っ て いた 。 が, い 
くら か は 残っ て いる 。 僕 は どん べ え の 四 
肢 を 固定 し 、 ヒゲ に 写真 を 撮っ て も ら っ 
た 。 そ の 状態 は 上 川 の 山 で 撃た れ た ヒ グ 
マ の も の に よく 似 て いた 。 と すれ ば 、 あ 
の ヒグマ は , 冬眠 か ら 覚 め て いく ら る 動 
いて は いな い の だ ろう 。 そ の 証拠 と し て 
胃 の 中 に は 何 も な か っ た …… 

体重 は 86 キ ロ 
途中 で 何 回 か 食べ させ た の で 、 学問 的 
に は 大 し た 意味 が な いけ れ ど , それ で も 
20 キ ロ 近 く 体 重 が 減っ て いた 

世の中 に は いろ いろ な 憶測 が ある 。 い 
わく 、 ヒ グマ は 凶悪 非道 だ と か 、 冬 眠 し 
た ら 飼 主 を 忘れ る と か 。 ま た , 肉食 獣 だ 
か ら 牛 や 羊 の 肉 を 食べ させ る と 、 飼 主 を 
襲う よう に な る と か 。 後 ろか ら 抱 く の も 
いけ な いし , 銅 を 食べ て い と ころ に 手 
を 出し て は いけ な いと か 。 ま た 、 体温 や 
脈 提 を は か り も し な いで クマ の 冬眠 は 
単なる 眠り だ と か 

この 1 年 , 僕 は その すべ て に い ど ん で 
みた 。 そ の 結果 と し て , 後ろ か ら 抱 く の 
は も ちろ ん の こと , どん べ え が 食べ て い 
る 口 の 中 へ 手 を 突っ こん で 、 餌 を 引っ 張 


り 出 し さえ し た 。 そ れ で も まだ 五体 満足 
で ある 。 手 ぐら い 喰 い 千 切 っ て くれ る か 
と 覚悟 は し て いた が , どん べ え は 礼儀 正 
じい クマ に な うた 。 一応, この 1 年 。 さ 
ま ざ ま な ジン クス を 破っ て きた 

これ か ら ど ん な 歳 月 が 僕たち を 待っ て 
いる の か 、 そ れ は わか ら な い 。 い つま で 
こう や っ て つき 合え る の か , オス の ヒ グ 
マ が 手 に 入る か どう か も る も わからない 。 し 
か し どん べ え は 、 僕 の そば で 生き 続け る 
だ ろう 。 僕 の 家族 の 一 員 と し て 

2 ベス: 

本 当 に いい 名 前 だ っ た と 思う 

も し お 前 が 人 間 だ っ た ら 、 


「 い や だ あ 。 ど ん べ え だ な ん て 男 み た い 
だ わ 。 学校 で みん な に か ら か われ る の だ 


も の 。 パ バ パパ の 還 
そう 言っ て うら ん で も いい 上 頃 で あ 
る 。 ヒ グマ と 人 の 齢 を どう や っ て 比べ た 
らい いか 分 ら な いけ れ ど 、 先 人 の デー タ 
か ら 判 断 す る と 、 小 学校 に は 通っ て いて 
いい 頃 だ と 思う 。 あ と 1 年 で 思春 期 に 達 
し 、 結婚 も 可能 に な る だ ろう な 。 と すれ 
ば 、 人 の 10 歳 程度 か 

な ら ば 娘 の 明日 美 と 同じ じゃ な いか 
1 年 で ずい な ん と 大 きく な っ た も の だ 
娘 も 大 きく な っ た けれ ど , お 前 の 成長 ぶ 
りゃ る 見事 だ っ た 。 6 キロ で 僕 の も の に な 
り 、 今 、86 キ ロ あ る の だ か ら 

14 倍 か 。 大 き な 肉 塊 に な っ た な あ 。 忘 
れ て た けど , 僕 よ り 重い じゃ な いか 
これ か ら ま すま す 重 く な り 、 記録 破 り 
の クマ に な れ よ 。 な に , 餌 代 な ん て 心配 
する な 。 そ の 位 は 稼ぐ ぞ / 


庫 


お 前 は いい な , 正直 で , や さ し く て 
変 な 人 間 よ り よ っ ぽ ど まし だ ぞ 。 い や , 
人 間 と 比べ て は いけ な いな 。 人 間 は 晴 落 
し ちまっ て る も る の な 

お 前 と 結婚 出来 た ら な あ 。 と きど き 本 
気 で そう 思う よ 。 僕 が 未婚 で さ , 毛 む く 


じゃ ら で 、 文章 が 書け る クマ だ っ た ら な 


さあ , 春 だ な 。 も うじ きこ の 上 を 白鳥 
が 編隊 を 組ん で 、 北 へ 北 へ と 帰っ て 行く 
さ 。 花 も 咲き 、 小 鳥 が 歌い 始め る よ 

これ か ら は 毎日 会 える な 

今年 の 目標 / 

それ は だ な ,、 僕 や ヒゲ を 背 に 乗せ て 
ぐる ぐる 動き 回 る こと だ 。 1 歩 や 2 歩 で 
は 駄目 だ よ 。 長 く 長 く 乗 せ す て く れ 。 僕 は 
だ ね , 金太 郎 の 夢 を 現実 の も の に し た い 
ん だ 。 よ ろ し く 頼 む ぞ 

春 と は いえ , 日 の 光 は 弱 々 し く , 斜め 
に さして 長い 影 を つく っ て いた 。 僕 は 雪 
の 中 に 立ち , 相変わらず ひと り で 暴れ る 
どん べ え を 見 な が ら , た わい も な いこ と 
を 心 の 中 で 語り か け て いた 。 

さあ , これ か ら だ 

そう 思う と 、 新た な 勇気 が 湧い て くる 
の だ っ た 。 原野 の 中 の わが 王国 は 、 ま だ 
雪 の 下 で 眠り こけ て いる 。 画 < お わり > 
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ハチ クイ 笠 7c7o7777e 


チク イ 科 の 鳥 は 、 


い 色 調 の 羽毛 ( う も う ) を も っ た 優美 な 鳥 て 


ある - れ ら の 鳥 は 次 の よう な 外 電 


を も ゝ 


@ 全長 は 16 一 35 セ ンチ くら い 


@ 羽 色 (うし ょ は 赤 、 衣 、 緑 、 黄色 な 淀 に 移動 し て 過 こ す 
と の あさ や か な 色彩 を し て いる チク イ 科 の 鳥 の 生活 様式 や 習性 は 、 


@ く ちば し は 細長 く 、 少 ! 


に 、 先 が 鋭い 


@ あ し は 短く 、 あ し ゆび は 第 2 中 も 第 4 時 
馬 部 で 第 3 距 に 疹 合 1 
し な つて いる 


すら り と し た : 


ド に 曲がっ て い 面 て は ツ 


チク イ 笠 に は . 6 属 24 種 の 鳥 が 含ま れ て 
と | ッ シ ア 。 アフ リカ お よび オ スズ 
リア の 温帯 と 熱帯 地方 に 分 布 し て いる 
突 、 美 ふつ う は . 大 き な 群 れ で 暮らし て いて 、 昆虫 
こん. ゆ ) わけ ハ チ や トン ボ を 主食 
有り な 特徴 と し て いる 。 温 常 地方 に 分 布 し て いる も の は , 


冬 に は 熱 常 地 方 に 渡る 


タキ 科 の 鳥 に 


落 ん て いて, 夜 は うっ つ そ うき < 


また 
た 地 淀 で 繁殖 する も の は . 


の 仲間 に .、 また ., 
似 て いる 。 ハチ 
昆虫 を あさ る た め に 地面 に お り る こ 


た 合 時 足 (ご う ん と ど と なく, 1 日 の 半分 以上 は ツ 





ワ フ リカ の サ 


乾期 を 森林 地 


ある 
他 の 面 で は ヒ 
クイ の 仲間 か が 、 
と は ほ と 
バハ バ メ の よう に 


し た くさ むら の 





@ 中 央 の 2 枚 の 尾羽 (お ば ね ) が 長い も の な か で 過 、 繁殖 期 だ け は 別 で 、 
が 多い この 時 期 は 、 夜 は 巣 の な か で 眠る チク イ 
チク イ 科 の 人 和 鳥 の 分 布 。 
ヶ に 作 布 ア た P 玩 と オー スト ラリ 
コ ある み の 、 温 葵 、 熱帯 地方 に す / し 
か と ァ メ リカ 大 陵 に は , まっ た (すん で いな い 88 一 1 





アア S/377 


の 飛び 方 は 身軽 で 、 優 雅 と さえ いえ る 。 空 を 
飛び ながら 、 飛ん で いる 昆虫 を 捕え て 食べ る 
の だ が た が い に 食 物 を 奪い あっ た り , けん 
か し た りす る こと は ほとん ど な い 


コロ ニー を つく る 


ハチ クイ は . ふつ う 大 き な 群 れ に な っ て い 
て 、 数 百 、 と き に は 1000 羽 以上 の 和 群れ が 見 ら 
れる 。 こ れ ら の ハチ クイ が えさ を 求め て 乱舞 
する 次 は 実際 みごと で ある 。 ハチ クイ ( 蜂 食 
い ) と いう 名 まえ は . この 鳥 の 仲間 が . 他 の 
多く の 食 虫 鳥類 と は 異な っ て 好 ん で ハチ を 
食べ る こと か らき て いる 。 ふつ う は 敬遠 され 
る ハチ を 食べ る だ け で な く , それ が 食物 の か 
な り の 部 分 を 占め て いる 

ハチ クイ 科 の 鳥 は 、 川 べ の 土手 や 崖 に 水平 
な 横 和 究 を 掘っ て 巣 を つく る 。 と き に は ., 平ら 
な 地面 に 穴 を 掘る こと も ある が , この 場合 に 
は 、 ま ず 斜 め に 掘り 、 交 に 地面 に 平行 な トン 
ネル を 掘る 。 ハチ クイ は よく 群れ る 習性 の 
ある 人 和 鳥 で 、 コロニー( 集 団 営巣 地 )、 それ も し 
ば し ば 非常 に 大 き な コ ロ 


10 数 半 カメ ー ト ル ほ ど と の 崖 の 壁面 に 、10 一 15 





を つく っ て いる 


セン チ ほ どの 間隔 で 、 シ ョ ウド ウツ バ メ の コ 
ロニ ー の よう に , 数 十 か ら 数 百 の 巣 が 集まっ 
て いる 。 それ で も . 自分 の 巣 均 を まち が える 
こと は 決し て な いと いわ れる 

ハチ クイ 科 の 鳥 の 卵 は 、 ブッポウソウ 日 の 
鳥 に 共通 な 白色 を し て いる 。 1 腹 の 卵 数 は 種 
に よっ て 異な る が , 2 一 8 個 ぐ らい で ある 。 産 
室 に 巣 材 を 敷い た り , 部 屋 を 清掃 し た りす る 
こと は , ほとん ご ど な い 。 卵 は 2 , 3 週間 の 抱卵 
(ほう らん ) の あと に 映 化 する 。 抱卵 は 雌雄 が 
交替 で 行なう 。 ひ な は 奥 化 し た と き に は 羽毛 
が は えて いな い が , や が て 羽 還 (うし ょ う ) 
で お お われ て . ハリ ネズ ミ の よう に な り 、 上 巣 


立ち の ころ に 羽毛 と な る 。【 注 1]〕 


コ リハ チク イ 47c7o/s o77e77777s 
ハチ クイ 科 ハ チク イ 必 
熱帯 アフ リカ か ら , イイ ンド, インドシナ 半島 
お よび 中 国 の 枝 商 まで に 分 布 す る 。 (上 左 
7 C 72K/ 














ヨー ロッ バハ チク イ 


7c7os ZS767 


』 ロ ー ロ ッ パ ハチ クイ は ハチ クイ 属 に 属し 、 
全長 約 27 セ ンチ , ヨー ロッ パ に すむ 上 鳥 の な か 
で は . も っ と も は で な 色彩 を も つ 鳥 の ひと つ 
で ある 。 背面 は くり 色 と 黄 色 . 腹面 は 水色 、 
の ど は 黄色 で . つば さ の 一 部 と 尾 は 緑色 だ 
雌雄 は ほとん ど 同 色 だ が , 雄 の ほう が や や あ 
ざ や か で ある 

ヨー ロッ パ ハ チク イ は 渡り 鳥 で 、 地中海 周 
辺 地域 か ら 、 西 アジ ア 、 中央 アジ ア に か け て 
の 一 和 帯 で 繁殖 し 、 冬 は イン ド の 北西 部 や 熱帯 
アァ フリ カ に 渡っ て いく 。 フ ラン ス で は 南部 
帯 、 と り わ け カ マル グ や コル シカ で 多く 繁殖 
し て いる 。 し か し , 北 フ ラン ス で は 珍し い 
南 ヨ ー ロ ッ パ で は 4 月 末 か 5 月 は じ め に や っ 
て き て , 5 月 の 後半 か 6 月 は じ め に 産卵 する 
渡っ て きた 鳥 が . 巣 を つく る の に 適当 な 岸 を 
見 つけ る と , その 上 を ぐる ぐる 飛び まわ り , 
だ ん だ ん 仲 問 が ふえ て 大 き な 和 群れ に な っ て い 
き 、 そのうち, 1 . 2 羽 が 巣 を つく り は じ め る 
と 他 の 島 も つく り は じ め る 。 こう し て コロ 

を つく る の で ある 。 多く の ハチ クイ 科 の 島 
と 同様 に 。 ヨー ロッ パ ハ チク イ は , ほとん ど 
垂直 に 切り た っ た 崖 に 集団 で 営 尽 (えい そう ) 
する 1』ー ロ ッ パ ハチ クイ の 好む すみ 場所 は 








川 か 沼 の 近く の 開け た 平地 で 、 と きど き 羽 を 
休め る こと が で きそう な 木 や 電柱 が . まばら 
に ある よう な と ころ で ある 

』ー ロ ッ パ ハチ クイ の すん で いる の は . 雨 
の あま り 降 ら な い 地 方 で ある 。 こ の 鳥 は . 1 
日 の ほとん ご ど を 飛ん で いる か ら だ ョ ロー ロ 
パ ハ チク イ は , 数 百 の つが い の コ ロニ ー を つ 
く な が 多 当 ウド 尻 ツ ウツ ウ バ メ と いう し ょ の だ と 


も 珍し く な い 。 空 が 港 み わた っ て いる と き に 


アカ ノド ハチ クイ 47c7777op4gs が 7oc ん 7 

ハチ クイ 科 ナ ミオ ハチ クイ 属 

東 ア フリ カ , 熱帯 アフ リカ に 分 布 す る 。 (上 右 
P7 DR4CESO7-477.4S 7 の 7 





は 、 高 いと ころ を 何時 間 も 飛 び ま わ っ て いる 


飛び な が ら 、「 ピ リー, ピリ ー と いう 鳴き 声 
を あたり に 疾 か せる 。 夕暮 れ が 迫る と , 群れ 
は コロ の 近く を 群 ら が っ て 飛び か い 、 つ 


が い ご と に 飛ん で いる 昆虫 を あさ る 

巣 が で きれ ば , 必ず 巣 で 夜 を 過ごす が 、 巣 
うく り の 最 中 は 付近 の 枝 の 上 で 眠る 。 越冬 地 
か ら 帰 つっ て きた と き ,. も うつ が い に な っ て い 
て 、 繁殖 地 に 着く と すぐ に 巣 づ くり に と りか 
か る 。 巣 穴 は 切り た っ た 岸 や 土手 の 斜面 に 掘 
\、 砂 や 粘土 質 の 岸 が 適し て いる 。 雌 雄 が 交 
*k で 、 く ちば し と あし を 使っ て トン ネル を 掘 
る 。 トン ネル の 直径 は 5 一 7 セン チ . 水平 か 
や や 上 向き か げん に 掘っ つて あり , 1、2 メー ト 
ル 奥 に , 鳥 が 動き まわ れる くら い の 広 さ の 産 
室 が ある 。 白く て つや が ある 卵 を 5 7 個 . 
土 の 上 に 産む 。 適当 な 場所 が な いと , 平ら な 
地面 に 巣 を 掘る こと も ある 。 こ の 場合 . トン 
ネル は 和 斜め 下 に 向け て 掘ら れる 

抱卵 は 雌雄 が 変 替 で 行ない , 19 日 ほど あと 
に ひな が か える 。 ひな は 3 週間 ほど 巣 に いて , 
6 月 末 こ ろ に は 飛べ る よう に な り , 親鳥 を 追 
> て 飛び は し じ め る 。 最初 の うち は 、 ひな は 毎 
晩 果 に も どる らし い 。 しかし, 数 週間 た つと ., 
成鳥 の 習性 が 身 に つき .、 か ら だ も 親鳥 と 見 分 
けが つか な く な る 。 繁殖 は 年 1 回 で ある . 

1 ロー ロッパ ハチ クイ は 有川 や 湖 の まわ り を 飛 


びな が ら え さ を あ さる 。 多く の 場合 .、 ミ ツバ 


ひ 
は 


中 


チ た 。 マルハ ナ バ チ , ネズ メ バ チ 。 モ ンス ズ メ 
バチ と いっ た 有 瞳 學 (まく し) 類 の 昆虫 で ある 。 
これ ら の 昆虫 の 巣 を 見 つけ る と . その 近く に 
腰 を すえ て , 数 時 間 で その 巣 に すむ ハチ を 食 
べつ くし て し まう 。 し か し , ハチ だ けが えさ 
な の で は な い 。 バ ッ タ . トンボ, ハエ, 池 征 
類 、 ア ブ な ども か な り た くさ ん 食べ る 。 飲み 
こみ に くい も の は 枝 に 打ち つけ , 細か くし て 
か ら 食 べ る 。 


ー ロ パク ノッチ クイ ヽ チ クイ 科 ハ チク イ 属 
ー ロ ッ パ お よび 中 央 アジ ア て 茹 殖 し 
フリ カ に 渡っ て 越冬 する 渡り 鳥 だ 。( 右 ・ 上 , 下 


77 7 0C4CCE の | 右 


山 山 


7 た 7 77RSOV-77777 り だ N だ 4 が 77 が N 


他 の ハチ クイ 属 の 鳥 た ち 


ハチ クイ 属 の 鳥 は みな 赤 , 黄 . 緑 、 青 な ど 
の 混ざっ た 美しい も の ば か り だ 。 この 属 に は . 
』ー ロ ッ パ ハチ クイ を 除い て 8 種 が 含ま れ . 
フリ カカ, 熱帯 アジ ア , オ スト ラリ ア に 分 
布 す る 。 以下 に その うち の 3 種 を 紹介 し よう 
ベニ ハチ クイ ezops ze6cgs は 、 からだ 
の 大 部 分 が 紅色 で 頭 と の ど が 青 緑 色 、 腰 が 
水色 で ある 。 アフ リカ の セネガル . 嘱 味 選 
ど 、 ソマリ ア に か け て 分 布 し 、 サバ ン ナ 地 各 

殖 す る 

乾期 に な る と . コン ゴ や タン ザ ニ ア の 森林 
地方 に 渡る 。 スーダン の サバ ン ナ で は 、 
ハチ クイ の 数 は 非常 に 多く 川岸 の 崖 に 5000 
個 も の 巣 が ある コロ が 見 つか っ た こと も 
ある 

ふつ う は 水辺 に すん で いる が , 草 焼 き を す 

どこ か ら と も な く 飛 ん で き て . 火 に 


師 


に 飛び だ し た 昆虫 を 食べ る 。 また . よく 
ッ シ や レイ ヨウ の 背中 に と まっ て いて , ウミ 
*※ く につれて, 飛び だ し て くる ハ 
を 飛ん で いっ て 食べ て し まう 。 
ナミ ベ ペ ニ ハ テ チク イ 7cros 7740zcoz7os 
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ヨー ロッ ノ パ クハ パチ クイ 。 


川 べ の 砂地 や 粘土 質 の 崖 に 巣 を 掘る 。 
雄 と 典 が 交替 に ,《 ち ば し を 使っ て 土 を 据 
あし で それ を 後方 に 押し や る 。 (上 ) 

77 77 た オ 





ヨー ロッ ノ パ ハ テ チク イ は 

由 雄 の 羽 色 が 非常 に よく 似 て いる の で 
見 分 け に 〈 い が , 繁殖 期 に は , 雄 の 羽 色 は 
少し あざ や か に な る 。 ( 下 ) 


7 777 だ 


ベニ ハチ クイ に よく 似 て いる が , の どか が 紅色 
の 点 だ け 違 う 。 南 アフ リカ に すん で いて , 乾 
期 に は 北上 し て , ベニ ハチ クイ と 同じ よう に 
中 央 アフ リカ の 森林 で 暮らす ュ ョ ン ゴ の 森林 
に は , 乾期 に は いる と , 北 か ら も 南 か ら も 何 
種 か の ハチ クイ 科 の 鳥 が 渡っ て くる 。 

ハチ クイ cro が s or7775 。 背面 が 褐色 
み を お び た 緑 色 で , 腰 が 水色 、 尾 は 黒い 。 の 
ど は 金色 で 、 腹部 は 黄 緑 色 、 胸 に 黒い 帯 が あ 
る 。 オー スト ラリ ア で 繁殖 し . ニュ ー ギ ニア 。 
イン ド ネ シア に 渡る 。 日 本 で は 以前 に た だ 
度 だ け 。 沖縄 に 迷 行 し て きた こと が ある 


他 の ハチ クイ た ち 


ハチ クイ 科 の 鳥 の うち , ハチ クイ 属 に 分 類 
され る も の を 上 で は 述べ て きた わけ だ が , こ 
の 他 に も ハチ クイ 属 以外 の 属 に 分 類 さ れる ハ 
テ チク イ の 仲間 に は , 次 の よう な も の が ある 

アオ ミヤ マハ チク イ cnozzs 7 が cr7o77/ 
は 全長 約 35 セ ンチ , ハチ クイ 科 で 最大 の 鳥 で 
ある 。 か ら だ は 全体 が 緑色 で 、 人 額 は 空色 、 の 
ど に 青色 の 飾り 羽 が ある 。 腹部 は 黄色 で , 緑 
色 の 結 検 様 が ある 。 

ィ ン ド か ら イ ンド シナ 半島 、 海 南島 ま で 分 
布 す る 。 恒 も ほとん ど 日 光 の さ し 込 まな いく 
らい に うっ そう と 茂っ た 森 に すん で いて , 他 
の ハチ クイ と は 違っ て 群れ を つく ら ず に いる 。 
この 鳥 が 属す る ミヤ マハ チク イ 属 に は , 2 種 
が あり , も う ひ と つの アカ ミヤ マハ チク イ 
yezyorzz7s fofsy は 、 ア オミ ヤマ ハチ クイ に 
似る が , の どの 飾り 羽 が 赤い と ころ が 異な る 。 
全長 は 30 セ ンチ ほど , テ ナ セ リム 地方 。 マレ 
一 半島 . スマトラ. ボル ネオ な ど に 分 布 する 。 

アオ ハチ クイ zzgo me77crr は 。 全 
体 が 青色 で 人 額 は 白っぽく 、 の ど が 赤い 。 腰 と 
つば さ は えび 茶色 で , 熱帯 アフ リカ に 分 布 す 
る 。 ア オハ チク イ の 属す る ナミ オハ チク イ 属 
は ハチ クイ 属 に 似る が , 尾 が 角 財 で ある と こ 
ろ が 異な る 。 8 種 を 含み 、 すべ て が アフ リカ 
産 で ある 。 

エン ヒビ ハチ クイ  /zcrocercs が 7277e/S 
は 次 緑色 の 羽 色 を し て お り , の ど は 黄色 い 。 
上 尾 筒 と 尾 は 水色 。 エ ン ビ ハチ クイ 属 は . ユ 
ン ビ ハチ クイ の 1 種 だ け で ,、 ハチ クイ 属 に 似 
て いる が 、 尾 が 燕 尾 で ある 点 が 違う 。 熱帯 ア 
フリ カ と 南ア フリ カカ に 分 布 する 。 

クロ カシ ラ ハ チ クイ  p/。 訪 の 7oZy rezce7z 
は , の ど と く び の 後ろ 、 そ れ に 頭 部 が 黒く . 
背面 は あざ や か な 緑色 、 腹 面 は 赤褐色 

クロ ガシラ ハチ クイ 属 も この クロ ガシラ ハ 
チク イ 1 種 だ け で , 西 お よび 中 央 アフ リカ に 
分 布 し て いる 。 


ベニ ハチ クイ 。 ハチ クイ 科 ハ チク イ 属 

ハチ クイ の 仲間 は , 大 き な コ ロニ ー て 繁殖 する 。 
アフ リカ で は , し ば し ば , 数 百 あ る い は 数 千 の 
巣 が 集まっ た コロ ニー を 見 る こと が ある 。 ( 右 ) 


77 6 7 の の だ -7777777 が た SN だ 4 が (7 た 太 さ 
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ポ ウ ン ソウ 科 と オ 


ポ ボウ ソウ 


サオ 
(は , 一 


オー スト ラリ! 


な ど と 


テ 


に 広 
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/ ユ 


布 す 


DO 


青 と * 


NH 





オオ フッ ホウ ソウ 科 


zoso7247777o 


オオ ブッ ポ ウ ソ ウ 科 は マダ ガス カル と その 
周辺 の コモ ロロ 諸島 の 特産 で オオ 
ウ 属 の オオ ブッ ボウ ソウ 1 種 だ け で ある 。 オ 
オブ ッ ポ ウソ ウ の 類縁 関係 に つい て は . 古く 
か ら 論 議 の ある と ころ だ が ,. まだ よく わか っ 
ふつ う は . ブッ ポ ウ ソ ウ 科 に いち 
ば ん 近い と 考え られ , ブッ ポ ウ ソ ウ 科 の な か 
に 含め る 学者 も ある 。 し か し . 
で も 見 た こと の ある 人 な ら 。, ブ 
に 入れ る こと に は 反対 する だ ろう 。 

オオ ブッ ポ ウ ソ ウ は , 大 き な く ちば し を 除 


テッ ボウ ソ 


て いな い 。 


この 鳥 を 一 度 


ッ ボ ポ ウ ソ ウ 科 


ナチ 
昌 , と くに ハチ を 好 ん で 食べ る 。 
空 を 飛び な が ら 捕 食す る 。 (上 


7 ナオ 刀 4VOO( 大 7 の 7 リ 骨 た S ど 4 ただ 


に 


け ば , カッ コウ 科 の 鳥 に よく 似 て いる 。 し か 
し 、 内 部 形態 や ひな の 羽 域 を 見 る と 、 カ ッ コ 
ウ 科 の 鳥 よ り は , ブッ ポ ボウ ソウ 科 の 鳥 と の 共 
通 点 の ほう が ずっ と 多い 
が ブッポウソウ 科 の 上 鳥 と 異な る 点 は いく つ 
か ある 。 オオ ブッ ポ ウ ソ ウ の 特徴 を あげ る と . 

@ 貴 雄 の 羽 色 が 異な り . 雄 の 背面 の 羽毛 に 

は 金属 光沢 が ある が ., 雌 は 褐色 の 羽 色 で , 

腹面 に 斑点 が ある 

@ 腰 の 部 分 に は 粉 装 が ある 

@ 第 4 中 は 前 に も 後ろ に も 向け られ る 

@ 尾 腺 ( び せん ) は 羽毛 で お お われ て いる 

この ほか 、, 鳴 管 。 脚 筋 、 胸骨 な ど に も づ ブ ・ 
ポ ボウ ソウ 科 の 鳥 と は 形態 的 な 違い が ある 

オオ 孤立 し た 島 に 閉じ こ 
め ら れ て いた た め に ., 進化 か ら と り 残 され . 
ブッ ポ ウ ソ ウ 目 の 鳥 の 祖先 の 特徴 を 持ち つづ 
け て いる の か も し れ な い 。 また は , 島 に す # 


オオ ブッ ボウ ソウ 


し 年 2 


プッ ポ ウ ソウ は 。 


よう に な っ て か ら , 仲間 の 鳥 と 大 きく 違う さよ 
うに な っ た の か も し れ な い 。 あ るい は また . 


分 類 学 上 の 位置 が 。 ブッ ポ ウ ソ ウ 目 に は いら 
な い の か も し れ な い 。 現在 の と ころ で は ., い 
ずれ と も 結論 の 出 て いな い 鳥 な の で ある 


オオ ブッ ホウ ソウ 


cp7oso724S sco/o7 


オオ ブッ ポ ウ ソ ウ は 全長 45-ー50 セ ンチ , 睦 
雄 は 異色 で ある 。 雄 は 背 が スレ ー ト 色 , く び 
の 後ろ を 除い て 鋼 色 や 緑色 に 輝く 金属 光沢 を 
お びる 。 腹面 は 灰色 と 白色 。 雌 は 赤褐色 を 基 
調 に し 、 腹 面 は 、 薄い 赤褐色 に 黒い 斑 が ある 
雌 の ほう が いく ら か 大 きい 。 雌雄 と も 頭頂 に 
旋 羽 (か ん う ) が ある 

オオ ブッ ブウ ソウ は 、. 
ロ 諸 島 の 森林 に すむ 。 かつて. 
し た こと の ある 人 の 話 に よる と , ある と き は ., 
10 一 20 羽 の 群れ で 森 の は ずれ に すん で いて , 
また ., 別 の と き に は も っ と 小さ い 群 れ で いる 
が その と き は ., 雄 の 数 が 雌 の 数 より 多かっ 


WMN つ 


マダ ガス カル と コモ 
この 鳥 を 観察 


鳴き 声 は ,「 ク ィ ー, クィ ー, クィ 
ー」 と 聞こ える 叫び 声 で 、 高い 木 の 上 で や 、 
また , 飛び な が ら で も 鳴く 。 鳴く の は 雄 だ け 
で 、 こ の 鳴き 声 を まね る と 雄 は 簡単 に 呼び 寄 
せら れる と いう 

食物 は . 主として 昆虫 だ が 、 カメ レオ ン や 
トカ ゲ も 食べ る 。 木 の 醒 近 く で 獲物 を あさ り . 
地上 の も の を 食べ る こと は 少な い 。 巣 は 高い 
本 の 空洞 に つく り . 卵 は 1 腹 に 4 5 個 で . べ 
- ジ ュ が か っ た 白色 を し て いる 。 も っ ぱら 典 
が 抱卵 し . 雄 は 抱卵 中 の 雌 に 食物 を 運ぶ と い 
う 。 抱卵 期間 は 約 20 日 で ある 


2 








保 








ヨー ロッ パ で は , ハチ 
クイ は , ひな を 背 に の 
せ て 上 巣 か ら 巣 へ 運ぶ た 
い へ ん 賢い 鳥 だ と いわ 
れ て いる 。 また , 成長 
愉 だ は ) 滞 CSNAI5 
親孝行 で , 老い た 親鳥 
が 危急 の 際 に は 必ず 駆 
けつ ける と いう 。 し か 
じ ま 選 栓 ぢ 性 あ 《 ま で 
も 伝説 で , 人 間 の 望み 
を ハチ クイ に 託し た も 
の だ 。 実際 に は こん 
な こと は あり えな い 。 

写真 は ヨー ロッ パ ハ チ 
クイ で ある 。 

77 と. が VC 











ソン マリア ハチ クイ は , 






アラ が の や り リア や 
アビ シニア に 分 布 す る 。 
学名 は 7e727op ん ggzs 


ミオ 


2 の 


7ego2777 と いし 


ハチ クイ 属 に 属す る 。 
尾 は 角 尾 で , 














ほお が 


当 一 . ロ 5 み 


習性 は , 
パパ ハチ クイ な どの ハチ 


クイ の 仲間 と よく 〈 似 て 


い 。 
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ブッ ボウ ソウ 科 Cozzczzze 


ブッ ポ ウ ソ ウ 科 の 鳥 は ハト くら い の 大 き さ 
で , だ いた い 青 系 統 の 美しい 羽 色 ( う し ょ く 
を し て いる 。 頭 は 大 きく 、 く び が 短く , くち 
ば し も 大 きく て 短い 。 あし は 第 4 是 だ けが 第 
3 に 疹 谷 す る 合 貴 足 (ご うし そく ) で , 比 
較 的 自由 に 動く 。 あ し は 短い が . つば さと . 
か ら だ の わり に 長い 尾 は 飛ぶ の に 適し て いる 
ウッ ポ ウ ソ ウ の あし は 歩行 に 適さ な い の で , 
地上 に お り て も うま く 歩 いた り で きず , ぶ か 
> こう に 跳び は ね る だ け だ 。 ブ ッ ポ ウソ ウ の 





仲間 に は , 地上 に お り て えさ を あさ る も の も 
いる が , も と も と は 和樹 上 性 の 鳥 で ある 

雌 雄 は 色 や 形 の うえ で , ほ と ん と ど 違 わな い 
鳴き 声 は し わが れ て いて ,。 決し て よい 声 と は 
いえ ない 。 時 期 に よっ て は 1 羽 き リ り で いた り 、 
うがい で 暮らし て いた り し て いて 群れ は つ 

> て も あま り 大 き な も の で は な い 。 し か 
し 、 イナゴ や ハア リ が 押し 寄せ た り , 野火 で 
無数 の 小さ な 動物 た ち が 人 逃 げ て くる よう な ょ 
き に は , か な り た くさ ん の ブッ ポ ウ ソ ウ が 食 
べ 物 を 求め て 集まっ て くる こと が ある 。 ふ つ 
ぅ は 、 尾 を 振り うごか し な が ら 木 の 枝 に と ま 
> て 。 獲物 の 通り か か る の を 待ち , 見 つけ る 
と ね ら っ て 飛 ひ か か る 

テッ ポ ウ ソ ウ 科 の 鳥 は イナ ゴ や バッ タ な < 


の 昆虫 (こん ちゅ う ) 類 を 食べ る が , トカ ゲ . 


エ ガ が シ 2 カ 科 + ナ 尾 
ヤツ ガシラ は 軽やか に 静か に フワ フワ と 飛 


まる で 大 き な チ ョ ウ が 飛ん で いる よ ぅ だ 88 一 11 


7 チマ ルド た だ S7E 表 ーー だ イガ イリ 


小さ な ネズ ミ , カエ ル な ども 食べ る 。 また と 
き に は 。 猛 類 の よう に , 飛び な が ら 小 さ な 
動物 を 捕え . 枝 に 運び 、 う ち 殺 し て 飲み こん 
だ りす る 。 ブッポウソウ は . 獲物 を あし を 使 
ぅ > て ちぎ る こと は し な いで , 大 き な 口 を あけ 
こま る の み に す る 
プッ ポ ウ ソ ウ 科 の 和 鳥 は きわ め て 攻撃 的 で 、 

人 間 が その 上 巣 に 触れ よう も の な ら , すぐ に 攻 
撃 し て くる 。 繁 殖 期 の 間 . 雄 た ち は す さま し じい 
空中 戦 を 展開 し . そ の 結果 . と き に は 競争 相手 
が 死ぬ こと さえ ある 。 し か し 一 方 明 に 対す 


る ディ ス ブ レ ー は みごと で 。 美しい 飛行 を 見 
せる 。 こ の ディ ス ブ レ ー の みごと さか ら , 英語 


で は ブッ ポ ウ ソ ウ 類 を 《( ロ ー ラ ーRoller〉 と 呼 
ぶ ほ ど で あ る 。 巣 は 木 の 空洞 に つく られ る こ 
と が 多い が , 壁 の 割れ め 、 岩 の ひだ , キツ ツ 
キ の 使っ て いた 上 巣 < 
> た と ころ に も つく られ る 。 卵 は 白く 、 1 腹 に 


3 一 6 個 産 まれ る 。 抱卵 (ほう らん ) は 雌雄 が 


交替 で 行ない 、 ひ な が か えっ て か ら も 。 変 奉 


か シロ アリ の 塚 な と と い 


で えさ を 運ぶ テッ ポ ウ ソ ウ 科 の 鳥 も 巣 を 清 

潔 に 保つ と いう こと に は , と ん と 関心 を 持 7 
『 そう に < 

ぬ 鳥 で ある 。 巣 を 掃除 する こと は ほとん ど な 


い の で . ひな は ご みた め の な か で 成長 する こ 


繁殖 期間 中 、 ひ な に えさ を 与え な けれ ば な 
ら な いか ら , 親鳥 は 一 定 の テリ トリ な わ 
張り ) の 外 に 出る こと は な い 。 ひ な が 自活 で 


きる よう に な る と 親鳥 は つが い を 解消 【 


単独 生活 に か えり 。 繁殖 期 の テリ トリ ー よ り 
は る か に 広い 領域 を 飛び まわ る 

テッ ポ ウ ソ ウ 科 に は 5 属 16 種 の 鳥 が 数 えら 
パ に すん で 
いる 。 残り の 15 種 は サハ ラ 以 南 の アフ リカ , 
東南 アジ ア , 日 本 , 朝鮮 お よび オー スト ラリ 


ど に 生息 し て いる 


れる 。 その うち の 1 種 は ヨー ロッ 


三 多 プッ 市 ウッ ウ 


(Co7CZS 77774777 ゞ 


ニシ ブッ ポ ボウ ソウ 属 の ニシ ブッ 
全長 29 セ ンチ ほど と 、 体重 は 140 グラ ム 前 後 で 
ある 。 典 雄 は 同じ 羽 色 で 明る い 青 緑色 が 基 
調 で ある 。 背 は くり 色 で 、 つ ば さ の 肩 口 は あ 
ざ や か な 青 . 
は 全体 に 褐色 が か っ て いる 

ニシ ブッ ポ ウ ソ ウ は 渡り 鳥 で 。 ヨー ロ 
で は 。 現在 。 スペ イン 。 南 フ ラン ス , イタ 
お よび バル カン で 繁殖 【 
て いる が 、., 以前 は も っ と 広く 
や 南 ド イツ で も ふつ うに 見 られ た 鳥 ら し い 
手 殖 区 域 の 東 限 は 中 央 アジ ア . ト ルキ スタ ン . 
南 は 北ア フリ カカ に いた る 。 冬 は 東 
た 地 葵 で 過ごす 


ドウ ソウ は 


a で ん ヒ ょ レ ァ ] 
うば は さ は 群青 色 を お ひる 。 冬 羽 


ア 、 東 ヨ ー ロ ッ パ 、 


ズ な ドラ コ の る 


ィ ン ド で 
ど フ リカ の サ ババ - 
占い 森 や 
高い 木 の あ る 郊外 や 平野 で 見 られ る 。 獲物 の 


と り 方 か らい うと . 開け た と ころ と 見 張り 場 


テッ ポ ウ ソ ウ は 平地 の 鳥 で , 


アト テー 、 - 生 
け 半 オ ウ 許 

セネガル ナオ ビ ピ の 一 甘 に 分 布 す < 

毛 が 更 尾 な て いる の が 特徴 で ある 88 一 13 
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る に ある 。 樹木 , 電柱 , 干し 草 の 山 。 を 繰り 返 みせ る 。 こ の あと ., 寄 
李 な ご に と ま - 獲物 の 動き を 見 張り , 見 つ 枝 と ぎ 方 な カ 鳴き 





秋 16 ま + カ ト ! 食 デ 、 上 和 / 2 っ た [ 
鳥 は め っ 7 食べ へ な い リッ ポ ウ 卵 は 約 18 日 間 で 、 雌 雄 が 交 閑 で 行なう 。 ひ な 
ト 、 と 1 と か ら 30 日 ら 【 巣 に \ 准 
他 ( や カナ フ 前 われ る 
/) 上 し まき | フワ (。 基 > 




















半 





4 つ カ 7 訂 7 用 7 た 








シブ ッ ボ ポ ボウ ソウ 属 の 鳥 は 世界 で 8 種 あ り 、 
東南 アジ ア に 分 布 す る イン ト フ ブッポウソウ 


C。 ム eg が 7cS7S Fe ラル ボド ボウ ソウ 以外 の 6 
種 は い . アフ リカ に いる 。 こ の 属 の 鳥 の 習性 + 


生活 は . いずれ も ニシ ブッ ポ ウ ソ ウ に 近 





アビ シニア ブッ ボウ ソウ CC. の yssz7co の よ 
う に , 外側 の 尾羽 (お ば ね ) が 長く の ひ 


ぇ ん 


態 尾 に な っ て いる も の も ある 


ブッ ホ ボウ ソウ 


7YS7O724S 077e77/7S 


ゲッ ポ ウ ソ ウ は , イン ト か ら 日 本 、 お よび 

オー スト ラリ ア ま で の 間 に 分 布 す る 種 て 
」 の . ブッ ポ ウ ソ ウ 必 

属す る 。 全長 約 35 セ ンチ , 羽 色 は 濃い 青 緑色 

、 と くに 頭 部 と 尾 は 色 が 濃く 、 くち ば (〔 
あし は あざ や か な だ いだい 色 で ある 。 つ ば さ 
を ひろ げ る と 1 ドル 任 幣 ほど の 大 き さ の , 白 
> ぽく 丸い 壮 紋 が ある の で , イギリス 人 は , 
バド ル 鳥 "と 呼ん で いる 

カッ ボ ポ ウソ ウ の 分 布 は 広く イ ト ネ ど 
の 島々 や オー スト ラリ ア で も 見 られ る 。 日 本 
の よう な 北 の 地 方 で 繁殖 する ブッ ボウ ソウ は 
渡り 鳥 で ある 。 日 本 で は , 本 州 。 四国 , 九州 
で 繁殖 する が , 5 月 中 ご ろ ま で に 渡っ て き て 、 
10 月 は じ め こ ろ ま で に 南方 へ 帰っ て い 
万 、 オ スト ラリ ア な ど て 繁殖 する も の は , 
10 月 か ら 3 月 の 間 に ひ な を 育て . 4 月 か ら 9 


月 ころ まで を ニュ ー ギ ニア な ど と で 過ごす 
も と も と 樹 上 性 で , 地 ょ あま 
巣 も の ほら な と Z カ 


7 カ WW /4779W-W アオ 


SG 
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/ ドウ ソウ は も と も と 森林 性 の 鳥 で ,、 分 
布 域内 の 多く の 地方 で は か な り 深 い 森 林 に 
すん で いる が 、. 朝鮮 や 日 本 で は . し ば し ば 神 
社 や 寺 の 境 肉 に すみ 。 近く の 大 木 に 巣 を つ 
> て いる 。 食物 は お も に 昆虫 だ が , 甲虫. 

ト KR。 区 ミミ 。 マキ リリ 。 バ パ バッタ な と ど , 
種類 は 多い 。 し か し . シフ ッ ボ ウソ ウ の 仲 
間 と 違 っ て 、 地 上 で 獲物 を と る こと は あま り 
な く , も っ ぱら 飛ん で いる も の や , 枝 の 上 に 


いる も の を つか まえ る 


テッ ポ ウ ソ ウ の 鳴き 声 は 「 ゲ ェ 。 ゲ ェ 
と 聞こ える 。 菩 び な が ら や 。 また 枝 に と まり 
な が ら で も 鳴 巣 は ふつ う , 大 木 の 空 洞 で . 
地上 10 一 15 メ トル の 高 所 に つく る 。 巣 内 に 


は 通常 な に も 敷 か ず に 3.4 個 の 白色 の 卵 を 
産 す 日 本 で は , 産卵 期 は 6 , 7 月, 抱卵 期 
間 は 22 日 くら い だ が , イン ド で は , も っ と 時 

3ー5 月 に 産卵 を 始め る 。 ブ ッ ポ ウソ ウ も 

巣 内 を あま りり 清掃 し な い の で . ひな の ふん や 
食物 の 残り が 腐敗 し て 悪 息 を 放つ 。 抱卵 は 雌 
だ けが 行なう が , 育 凶 ( い くす う ) は 雌雄 が 


協力 し て 行なう 
ヤツ カシ ラ 科 / 72/772 


セツ ガシラ 科 は 非常 に 小さ な 科 で ,、 ヤツ ガ 
属 の ヤツ ガシラ た だ 1 種 だ け で ある 
ト く らい の 大 き さ で ., 次 の よう な 特徴 を そ な 


えた フッ ボウ ソウ 目 の 鳥 で ある 


@ くち ば し は 細長 く . 少し 下 に 向い て 曲 が 
> て いる 


> て き て 繁殖 する 





條 社 の 境内 な ど に すみ 
る 
と 聞こ える ト 


@ 紀 上 に 大 き な 冠 羽 (か ん う ) が ある 
@ つ ば さと 尾 は 黒 で 、 白 色 の 幅広 い 横 絞 が 
あ る 

ゃ あし は 第 3 中 と 第 4 中 の み が 癒 合 し て 
る 合 時 中 て ある 


@ 峰 切 羽 (か ざさ きり ば ね ) と 尾羽 は 各 10 枚 


ヤセ カシ ジラ は 。 1 王 回 ツ ゆ yY。 玖 多 ア 。 宮 包 
カカ に 分 布 す る 。 比較 的 雨 の 少な い 地 方 を 好 
み , ステ ッ プ や 半 砂 漢 地帯 に は 生息 する が . 
混 度 の 高い 熱帯 の ジャ ング ル に は いな い 。 ふ 
うう , 単 衝 か つが いで 生活 し , 大 き な 群 れ は 
> うく ら な い 。 お も に 昆虫 類 を 食べ , 地上 で え 
さ を あ さる 。 巣 は 多く の 場合 。 木 の 空 油 に つ 
、 り 、 他 の ブフ ブッポウソウ 目 の 鳥 と 同じ く , 巣 


材 を 敷 か すず に 直接 、 白色 の 卵 を 産 # 
ヤツ カシ ラ (7 の 67o/S 


セツ ガシラ 科 ヤ ツガ シラ 属 に 属す る ヤツ ガ 

ラッ は , 全長 25 一 26 セ ンチ , 体重 は 50 一 80 グ 
ッ ム ほど で ある 。 雌 は 雄 よ りや や 小さ い 。 羽 
色 は , か ら だ の 大 部 分 が は だ 色 が か っ た ピン 
ク 色 で 、 背 、 つばさ. 腰 お よび 尾 は 黒 と 白 
の あら い 結 模様 と な っ て いる 。 頭 に は 扇形 の 
大 き な 冠 羽 が あり 、 先端 は 黒い 。 ヤ ツガ シラ 

バ つ 頭 ) の 和 名 は ,. この みごと な 守 羽 に 由 
来 す る 。 雌雄 は ほぼ 同色 だ が . 雄 の ほう が 多 
少 色 が あざ や か だ 。 冠 羽 は , 休ん で いる 問 は 


ひろ げ て いな い が , 不安 に な っ た り , か ら だ 


を 動か そう と し た り 、, 興奮 し た りす る と 誌 羽 
を 立て る 

むか し か ら , 人 問 は ヤツ ガシラ の 特徴 の あ 
る 姿 に 興味 を も っ て きた 。 エ ジブ プ ト や クレ タ 


島 で は , 寺院 の 壁 や 墓 の 内 壁 に 描か れ て いる 
の を 見 る が , へ ブラ イ 人 た ち は , ヤツ ガシラ 
の 和 肉 を 不浄 な も の と 見 な し て いた らし く .,『I 旧 
約 聖 書 」 で は 食べ る の を 禁じ られ た も の の ひ 





と つ に あげ られ て いる 。 中 世 で は ,. いろ いろ 
不思議 な 徳 を そなえ た 鳥 と 考え られ , その 
臓 人 器 は 視力 と 記憶 カカ を よく する も の と し て 珍 
重 さ れ も し た 

レツ ガ シラ は ヨー ロッ パ , 中 央 お よび 東南 
ジア , 中 国 か ら 溢 海 州 に か け て の 地域 , そ 
れ に , アフ リカ の ほぼ 全域 と マダ ガス カル に 
生息 し て いる 。 北 ヨー ロッ パ や イギリス で は . 
毎年 と いう わけ で は な い が , 年 に よ 外 銘 


する こと が ある 。 熱帯 の も の は 留鳥 (りゅう 
f E 9 


ちょ う ) た が 、, 温 葵 地 方 で 繁殖 する 鳥 は 渡 
を する アジ スス で は, だ で で で も 見 が ぼる 
か , 5 月 に や っ て き て 8 月 ご ろ 南 へ 去っ て 【 
所 や ラジ シス で も 。 7 さん くる 年 と そう 
で な い 年 と が あっ て , その 数 は 極端 に 違う が 
理由 は まだ よく わか っ て いな い 

東 ヨ ー ロ ッ パ で は 19 世 紀 こ ろ ま で , どこ に 
た も いた の だ が , 20 世 紀 の は じ め , も っ と 正 
確 に は 1910 年 か ら 1940 年 の 問 に めっき り 減 っ 
に し まっ つっ それ 以後 、 ま た 年 々 ふえ て いる 
いま で は か な り ふ つう に 見 られ る 鳥 で ある 
な ぜ , この よう に ふえ た り 減 っ た り し て いる 
の か は . よく わか っ て いな い 。 日 本 で は ま 

た く 繁 殖 し な い 。 ご く た ま に 報告 され る こ 
と が ある 往 度 で 、 迷鳥 (めい ちょ う ) の 部 類 
- 入 れ ら れ て いる 

証 い 林 が 残っ て いる 平野 地方 . それ も , と 
くに 野原 が つづ き , 林 の 仙 が 在 する 場所 や 、 野 
原 の は ずれ に 古い 木 が ぽつんと 立っ て いる よ 
うな と ころ な ど に すみ つく 。 南 ヨー ロッ パ で 
は , ブドウ 園 に よく 次 を 現 わ す 。 ア フリ カ で 
は 、 町 や 村 で で も 見 か けら れる が , そう いう 
と ころ は 人 が 比較 的 少な い の で , えさ を 捜し 


に や っ て くる の た だ た 。 ヤ ツガ カシラ は 不潔 な 鳥 だ 


と いわ れる が , それ は 正しく な い 。 ウ シ の ふ 
ん を ひっ くり 返し て . な か に いる 昆虫 類 を 食 
べ る こと は ほん と うだ が , ふつ う は , あら ゆ 
る 種類 の 終 虫 、 クモ. ナメ クジ , その 他 の 小 


世 の ヨ ロ IE。 ヤギ / 7 (に は 

いろ いろ の 不思議 な 徳 が ある と 信じ られ て いた 
と ヤツ ガシラ の 内 臓 は , 視力 と 
SL 
間 





記 憶 力 を よく する と し て 珍重 きれ た 右 
7 万 SES77-77 の 077 7 た だ S だ 4 が CZ だ S 
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地上 や 草 の な か 、 


石 の あい だ や 地面 
の 割れ め な ど で 捜 し , 獲物 を 空中 に 投げ て は 、 


大 きく 開い た 口 で 受け と め て 飲み こむ 
ぅ ば し が た い へ ん 長い た め 、 
ば し の 先 で つま ん だ 食物 を 容易 に 飲み こむ こ 
と が で き な い の で . こう し た 軽 業 を 演じ ざる 
を えな い の だ ろう 。 

ラ の 行動 は 地域 に よ 
ロッ パ で は な か な か 人 間 に な 
れず 用 心 深 い の に 、 ッ リ カ や 熱帯 アシ ジア で 
は 人 家 の 近 くに すみ , 
すぐ そば まで 近づい て も 平気 で ある 。 し か し . 
舌 高 類 が 容 を 現 わ す と .、 
て で 地上 に お り 、 
後方 に そら せ ., 
遠ざかる まで 


た 2R つ で 


うば さや 尾 を ひろ げ . 頭 を 
くち ば し を 上 に 向け て 危険 が 
石 の よう に し じっと 身動き し な 
この 奇妙 な 容 勢 が な に を 意味 する か は 、. 








まだ よく わか っ て いな い が , 猛 高 類 に 襲わ れ 
る と こう する の で ある 。 

セ ヤツ ガシラ は ヨー ロッ パ に は 3 月 下旬 か 4 
月 上 旬 こ ろか ら 姿 を 見 せ は じ め る 。 雄 は 営巣 
地 に つく と 
ウッ プ 」 と 甘く 単調 な さ 
の 声 は か な り 遠 くま で よ 


ず ぐ : 編 。 ッ ウ ッ プ 、 ウ ッ プ , フ 
え ず り を 始め る 。 こ 
く と お る 。 ヤ ツガ シ 


> を 英語 で は Hoopoc、 の ス 語 で は Huppe、 


ドイ ツ 語 で Hopfe と 呼ぶ が 、 こ れ は , いずれ 
も この 鳥 の 「 フ ウッ ププ ウッ プ , フウ ッ プ 」 と 
いう さえ ずり に 由来 し て いる 

地上 で は , 跳び は ね ず に ., 1 歩 ご と に ちょ 
ぅ うど ハ ト の する よう に 頭 を 振り な が ら 急 ぎ 足 
で ちょ こち ょ こと 歩む 。 その 飛び 方 は 軽やか 
で 静か だ 。 ふわ ふわ と 不 規則 な 波状 を 描く 
白 と 時 の 横 罰 の ある 丸み が か っ た つば さ の せ 
いで 大きな チョ ウ が 飛ん で いる よう に 見 え 


て ジ ンタ 

壁 の 穴 や 、 岩 の 割れ め , 木 の ほ ら に 巣 を つ 〈 り 

3 ふつう, な に も 敷 か な いで , じかに 卵 を 産む 。 

抱卵 中 は , 雄 が 肉 に えさ を 運ぶ 。 (上 , 下 ) 
PC OKE (上 。 千 


る 。 そし て , と き お り 垂 直 に 降下 する が , そ 
) う 低く まで は 降下 し な い 。 枝 に と まる と き に 
は 、 その 前 に 羽 を ひろ げ て , 空中 で ほん の 一 
明 バ パラ ンス を と る 。 と まっ て いる と き に は , 
厨 形 の 羽 を 折り た た む の で . 急 に 小さ く な っ 
た よう に 見 える 。 

ヤツ ガシラ は , いろ いろ な 場所 に 巣 を つく 
る 鳥 だ 。 ヨー ロッパ で は 木 の 穴 や 石 二 の あ い 
た 、 積 み 石 の あい だ , ビル や 石壁 な ど に , ま 
た エ ジ フ ト で は ., 廃 壇 や 人 の 住ま な い 建 物 
の な か に 昌 を つく る 。 ア ジア の ステ ッ プ 地 問 
ご は 、 利用 で きる と ころ な ら ど こ に で も , 動 
物 の 死 般 の な か に すら を つく る 。 博物 学者 
の バラ ス (Pallas ) は , か つて , 死後 日 数 の た 
> た 人 間 の 死体 の 胸郭 部 に ヤツ ガシラ の 旧 を 
見 つけ た と いっ て いる 。 し か し , も っ と も ふ 
うう に は 、 大 木 の 樹 洞 に 巣 を つく る 

卵 は 巣 の な か に な に も 敷 か ず に 産む 。 1 腹 
の 卵 数 は 5 一 8 個 く らい で 、 卵 は つや が な く . 
宿 円 形 で 、 薄い 緑色 か 褐色 を お びている 。 抱 
卵 は 雌 の み が 行 な い .、 期間 は 18 日 くら いで あ 
る 。 雄 は ,. その 間 、 日 に 8 一 10 回 も 肉 に えさ 
を 運ん で や る 

卵 が 身 化 する と , 雌雄 は 協力 し て ひな を 育 
て る 。 ひな の えさ は 小さ な 甲虫 、 チ ョ ウ な ど 
だ 。 ひ な は 平均 26 日間 ほど を 巣 の な か で 過 ご 
し , 巣立ち 後 も し ば らく は 親鳥 と いっ し ょ に 
いる が 、 そう 長い 期間 で は な い 。 と くに , 親 
島 が 2 度 め の 繁殖 を する と き に は , ひな は す 
、 独 立 し て いか な けれ ば な ら な い 

財 化 後 1 か 月 問 、 若 い ヤ ツガ シラ は , 腐 肉 
に 似 た 独特 の 悪臭 を だ す 。 こ れ は , 尾 腺 ( び 
せん ) か ら の 分 小物 の に お いで この 時 期 に 
は , と くに 分 泌 が 盛ん で ある (〔 注 3 〕。 雌 も 把 
罰 中 や 育 凶 中 は 、 同じ よう な 悪臭 を 放っ て い 
る の で 、 親子 と も に いや な に お い が す る 。 し 
か し 、 雌 は 他 の 多く の 鳥 と 同様 に . よく ひな 
の 排出 物 を 外 へ 運ん で 捨て て いる の だ 。 危険 
が 迫っ た 場合 . ヤツ ガシラ の ひな は ., 尻 を 外 へ 
向け て 液状 の 排出 物 を か ける 術 を 披露 する 。 
この と き は , シュ ー と いう 音 と 悪臭 が 伴う 。 
と 析 計 。 ギ ツガ シラ の ひな だ は け で は ほな く 。 力 
ッ ス や サギ の ひな も 同じ し こと を する が ヤツ 
ロカ シ ラ は . と くに 壮 洞 や 岩 の 有 裂け め に 巣 を つ 
くる の で て 効果 的 な の で ある 。 

ヤセ ツガ シラ は 単独 で 暮らし て いる 。 家族 単 
位 の 小さ い 群 れ が 見 られ る の は 繁殖 の 終わ っ 
た ころ だ け で ある 。 こ の 時 期 . ヤ ツガ シラ は 落 
ち つ か な く な る が . こ れ は 出発 が 近い た め だ 
越冬 地 へ の 出発 は 8 月 で ある 。 少 ない 例外 を 
除い て 、 ヨー ロッ パ で 営巣 し た ヤツ ガシラ の 
家族 は , アフ リカ へ 向かい . し ば し ば サハ ラ 
砂漠 を 越え て , 赤道 近く で 冬 を 過ごす 。 











意見 が ある が , 


カラ ー ペ ー ジ 解説 





- ハチ クイ の 生態 断片 


本 誌 で と りあ げた ハチ クイ 科 や ブッ ポ 
ウソ ウ 科 の 鳥 は 、 おもに, アフ リカ , ア ジ 
ア の 南部 、 オ ー ス トラ リア な ど に 分 布 す 
る 。 そ の 生態 的 研究 は お くれ て いて 、 じ 
ゅ うぶ ん わか っ て いな いも の が 少な く な 
い 。 こ こ で は , ハ チク イ 科 の 鳥 に つい て 、 
2、 3 の 話題 を 述べ る に と ど め た い 

ハチ クイ 科 は 、 人 に よっ て いろ いろ な 
ふつ う は 3 届 な いし 7 居 
24 種 くら い に 分 類 さ れる 。 こ の な か で , 
も っ と る 特殊 な 鳥 は 、 ミ ヤマ ハチ クイ 届 
の 2 種 で ある 。 こ の 仲間 は くち ば し が 厚 
く , か な り 雑 食性 で 、 え さ を お も に 樹 上 
や 茂み の な か で と る 点 で 、 飛 びな が ら え 
さ を 捕 える 他 の ハチ クイ と 違っ て いる 。 
また 、 ミ ヤマ ハチ クイ 属 と セレ ベス ハチ 
クイ 届 の 鳥 は , 森林 性 で 単独 生活 を 好 
み ,、 と くに ミヤ マハ チク イ は 完全 に 森林 
性 で ある 。 他 の ハチ クイ は 開け た 場所 に 
すみ , 群れ を つく っ て 集団 生活 シ す る 。 
し か し , この よう な 違い が あっ て も 、 一 
般 に ハチ クイ 科 は 形態 や 習性 の 非常 に よ 
く 似 た 、 き わ め て 特殊 な 鳥 の 科 と いえ 
る 。 卵 は 全部 の 種 が 土 中 に 自力 で トン ネ 
ル を 掘っ て 、 その 奥 に 産む 。 


空中 捕食 に 不適 な 形 の くち ば し 


ハチ クイ の 仲間 の 形態 的 特徴 の な か で 
も っ と も お も し ろ い の は 、 く ちば し で あ 
る 。 一 般 に 、 飛 びな が ら 昆 虫 (こん ちゅ 
う ) を 捕食 する 方 向 に 進化 し た 鳥 は 、 み 
な 幅 が 広く て 短い くち ば し を し て いる 。. 
ヒタキ 科 , ツバ メ 科 、 タ イラ ンチ ョ ウ 
科 、 アマ ツバ メ 科 、 ヨ タカ 科 な ど 、 み な 
そう で ある 。 ハ チク イ の よう に , 細長 く 
湾曲 し た くち ば し で 、 飛び な が ら 昆 虫 を 


| 捕え る も の は , 2, 3 の 例外 的 な 種 は あ 


っ て も , 科 と し て は 見 当たら な い 。 つ ま 
り 、 ハ チク イ の くち ば し の 形 は 、 本 来 


カラ ー ペ ー ジ 注 


[ 注 1] 羽 輔 鳥 の 羽毛 は 表 度 の 変化 に 








よっ て 生ずる 。 表 度 が 乳頭 状 に 突出 し 、 
その 基部 が 陥 入 し て 羽 龍 に な る 。 乳 頭 状 
の 突起 は 羽 乳頭 と 呼ば れる が 、 そ の 共 は 
羽 髄 と いい , 生長 期 の 羽毛 の 栄養 を つか 
さ ど り , 羽毛 の 発育 が 終わ る と 退化 す 
る 。 羽 乳頭 の 外側 は 表皮 で 、 羽 乳頭 が だ 
ん だ ん 成長 し て いく と , 表皮 の 内 側 の 層 
が 分 化し て 羽 軸 や 羽 枝 に な る 。 表 皮 の 表 
層 は 角質 化し 、 発育 中 の 羽 も を 保護 する 
が , これ は 輔 状 で 羽 帆 と 呼ば れる 。 羽 も 
が じゅ うぶ ん 発育 する と 、 羽 靖 は 破れ 、 
内 部 の 羽 も が 開く 。 そ し て 、 羽 輔 は や が 
て 脱落 し て し まう 、 

カワ ャ ミ な どの ひな の か ら だ に は えて 
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空中 を 飛ん で いる 昆虫 を つか まえ る の に 
は 適し て いな いと 考え られ る 。 

一 般 に 、 動 物 の か ら だ の 構造 や 形 は , 
その 動物 の 生活 、 と くに 運動 の し か た や 
えさ の と り 方 に 適応 し て いる 。 し た が っ 
て 、 ハ チク イ の くち ば し は 、 適 応 と いう 
問題 の 性 質 を 考え る うえ で も る 興味 ある 題 
材 と いえ よう 

動物 の 形態 の 適応 を 考え る と き に は 
た と え は っ きり 区 別 す る こと が むず か し 
い に し て も , 次 の 3 つの 場合 に わけ て み 
る 必要 が ある 。 構造 や 形 が その 仕事 ( 機 
能 ) に 適し て いて 、 能率 (エネ ルギー の 
効率 ) よく 仕事 が で きる 場合 と 、 必 ず し 
も 適し て お ら ず , 能率 は お ちる が 仕事 は 
可能 と いう 程度 の 場合 と 、 ま っ た く 不 適 
当 で 仕事 も 不可 能 な 場合 で ある 。 

ハチ クイ の くち ば し の 形 は 、 飛び な が 
ら 紅 虫 を つか まえ る の に は 適し て いな 
い 。 そ の くち ば し は , 巣 穴 を 掘る の に 適 
応 し た も の で ある 。 す な わ ち , ヒタキ や 
ョ タカ の よう な くち ば し は 、 飛ん で いる 
虫 を つか まえ る の に は 適応 し て いる が 、 
穴 は 掘れ な い 。 一 方 、 ハ チク イ の くち ば 
し は 、 飛ん で いる 昆虫 を つか まえ る に は 
必ず し ゃ 適し て いな い が 、 捕 える こと は 
Ce の S 

ハチ クイ の 飛行 力 が 発達 し て いな か っ 
た な ら 、 ハチ クイ は ,、 飛ん で いる 虫 を つ 
か まえ る と いう 習性 を 獲得 で き な か っ た 
か も し れ な い 。 しかし, いっ た ん , 長く 
鋭い くち ば し で 飛ん で いる 昆虫 を 捕え る 
こと が で きる よう に な れ ば , ふ つう の 空 
中 で 採 信 を する 鳥 に は 手 を 出せ な い ハ チ 
や イナ ゴ の よう な ,. 時 あ や っ た り `。 大き 
く て つか みにくい 昆虫 を も 食べ られ る と 
いう 利点 が ある 。 

さて 、 な ぜ あ る 鳥 の くち ば し は えさ を 
つか まえ る の に 適応 し 、 他 の 鳥 の くち ば 


いる 黒い と げ の よう な も の は , 羽 靖 に 包 
まれ た 発育 中 の 羽毛 で 、 時 く 見 える の は 
血管 の せい で ある 。 羽毛 の 発育 速度 は 、 
いろ いろ な 条件 で 左右 され る が, 一般 に 、 
地下 に トン ネル を 掘っ て 巣 を つく る 鳥 は 
お そく , 巣立ち 近く まで 羽 農 に 包ま れ た 
状態 と な っ て いる 。[ 8 ページ 左 ] 

[ 注 2] オオ ブッ ポ ウ ソ ウ の 粉 羽 粉 羽 
は 、 綿 装 の 一 種 だ が 、 ふ つう の 綿 羽 と 異 
な っ て 成長 を し つづ け 、 換 羽 す る こと が 
な い 。 そ し て 、 羽 枝 の 先端 が た え ず 崩壊 
し て , 後 細 な タル ク 状 の 粉末 と な る 。 こ 
の 粉末 は 、 直 径 1 ミク ロン ほど の 細か な 
も る ので, 強い 耐水 性 が あり , 羽毛 が ぬれ 
る の を 防ぐ 。 ま た , ある 種 の 鳥 で は 、 羽 
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し は トン ネル を 掘る の に 適応 し て いる の 
で あろ うか 。 それは, その 祖先 の 生活 が 
どう で あっ た か に よる の で ある 。 

ハチ クイ 科 の 鳥 が 地下 に 穴 を 掘り 産卵 
する よう に な っ た の は , お そら く 、, 飛び 
な が ら 昆 虫 を 捕え る 習性 が 発達 する より 
は ずっ と い こと で あっ た ろう 。 そ し 
て 、 穴 を 掘っ て その な か に 産卵 する 習性 
に は それ な り の 利点 が あっ た た め , それ 
は その まま で 、 他 の 習性 が 特殊 化し て い 
っ た と 考え られ る 。 適 応 の 問題 は 、 半 分 
は 確か に 生態 的 な 問題 だ が 、 半 分 は 先祖 

ら 何 を 受け つい だ か と いう 系 統 的 な 還 
題 で ある 。 こ の こと は 、 形態 の 適応 ば か 
り で な く ,、 どん な 巣 を つく る か と か , 群 
れ で 生活 する か 否 か と いっ た 生態 的 な 適 
応 の 場合 に も 、 ま た, つが い を つく る と 
き の 動 作 の 型 と いっ た 行動 学 的 な 適応 の 
場合 に も ああ て は まる 。 適 応 の 問題 を 生態 
的 な 面 か ら だ け 見 る の は 危険 で ある 。 


ハチ クイ の 食性 


ハチ クイ の 名 は 、 こ の 仲間 の 鳥 が ふつ 
う の 鳥 な ら 敬 遠 す る ハチ 類 を 好 ん で 食べ 
る こと か らき て いる 。 いろ いろ の 実験 や 
観察 の 結果 で は 鳥 は 赤 針 や 土 腺 を も っ 
た 動物 を 敬遠 する よう で ある 。 だ か ら 、 
ハチ クイ が ほん と うに ハチ 類 を 常食 と し 
て いる の か 、 ハ チ を つか まえ る と き 刺 さ 
れ な い の か 、 ハチ と 他 の 昆虫 を 識別 で き 
る の か 、 ま た 、 ハ チ に 刺さ れ て や ゃ 平気 な 
の か , な どの 点 は 興味 ある と ころ で あ 
る 。 


ハチ クイ の くち ば し 


アオ ミヤ マハ チク イ 


マル シー スム v カ クイ だ 
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毛 に 金属 光沢 を 与 える 役目 を する 。 
粉 装 は 、 ほ と ん どの 鳥 に ある が 、 サギ 
や シギ 、。 ダ チョ ウ に は と くに 顕 著 で , こ 
れ が 集まっ て 、 黄色 い 房 状 に な っ て い 
る 。 一 方 , タカ 、 オ ウム その他 の 鳥 で 
は 、 綿 羽 に 混ざっ て か ら だ 全体 に 粉 羽 が 
見 られ る 。 一般 に 、 尾 膜 が あま り 発達 し 
て いな いも の ほど 、 粉 羽 が 発達 し て いる 
よう で ある 。 

オオ ブッ ポ ウ ソ ウ で は , 腰 の 左右 に 粉 
羽 の 羽 域 が ある 。 こ れ は 、 ブ ッ ボ ウソ ウ 
科 に は 見 られ な いこ と だ が , オオ ブッ ポ 
ウソ ウ 科 の 重要 な 特徴 と いう ほど で は な 
い 。[14 ペ ー ジ 右 ] 
L 注 3 〕 ヤツ ガシラ が 放つ 悪臭 ヤツ ガ 





ハチ の 腹 を 枝 に こす 
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フラ イ (Fry) と いう 人 が 。 11 種 の ア 
フリ カ 産 ハチ クイ に つい て 調べ た と ころ 
に よる と 、 ハ チク イ は , は ほ ば 完全 に 昆虫 
食 で 、 ほ と ん どの 場合 獲物 は 飛び な が ら 
くち ば し の 先 で 捕え る 。 昆 虫 の 種類 は 雑 
多 だ が 、 ハ チ の 仲間 が 食物 の 62-94 バ ー 
セン ト を 占める 。 た だ し 。 ハチ グ クイ が 食 
べ て いる ハチ の か な り が 毒 針 を 持た な い 
種 で ある 。 と は いえ ,、 ミツ バチ を も っ と 
も ぶつ うに 食べ , ヘチ の う . ち の ミツ バチ 
の 占め る 割合 は 、 非 常に 大 きい 。 
ッ パ ハチ クイ の ベリ ッ ト の 分 析 で も , ミ 
ツバ デュ スズ ググ バ チ こ マルバ ナ バチ な 
の 有 雪 の ハチ が ,、 えさ の か な り の 部 分 を 
占め た 。 

これ ら の こと か ら 、 ハ チク イ 科 の 鳥 は 
ハチ の 仲間 の 虫 を 常食 と し て いる こ 
と , 針 を 持つ も の を 避け て いな いこ と 
が わか る 。 


に に うう, 


ハチ の 毒 を 制す る 法 


ミツ バチ の 毒液 は 、 体重 100 グラ ム の 


. 鳥 や 貴 了 乳 ( ほ に ゅ う ) 動物 で 、0.6 ミリ 


グラ ム く らい が 致 死 量 と いわ れ て いる 。 
ミツ バチ の 1 回 の 毒液 の 放出 量 は 0.2 ミ 
リグ ラム と いわ れ 、 毒 に 対す る 免疫 性 が 
まっ た く な いと 仮定 する と , 体重 20 グ ラ 
ム く らい の 中 型 の ハチ クイ な ら , 1 回 刺 
され る と 死ん で し まう 量 で ある 。 ハ チク 
イ は , ハチ の 毒 に 対し て 多少 の 免疫 性 は 
持っ て いる よう だ が 、 こ れ に つい て の 確 
実 な 実験 は まだ な い 。 し た が っ て , 免疫 


つ 。 キ ギ 





ミツ バチ を 食べ る ハチ クイ 


り つけ て 毒 を 抜 ( え 牧野 四 子 吉 








シラ の ひな と 抱卵 中 の 雌 は 、 外敵 が 近 づ 
いた り し て 恐 舌 に お そ わ れ る と , 尾 腺 か 
ら 悪 臭 の ある 分 泌 物 を 放つ 。 モ リヤ ッ ツガ 
シラ や カマ ハシ も ゃ 同じ よう な 悪臭 の ある 
分 泌 物 を 出す と いう . 

尾 腺 は 尾 の つけ 根 の 背中 側 に 、 通 常 、 
1 対 ま た は 数 個 開口 し て いる 。 ヤ ツ ッ ガ シ 
ラ で は 、 開口 部 は ひと つ だ が , 開口 部 の 
周明 に は , 発達 し た 括約筋 が ある の で 、 
尾 腺 か ら の 分 泌 物 は 、 ふ つう 排出 物 を 排 
出口 か ら と ば す の と 同じ くら い に は と ば 
すこ と が で きる 。 尾 腺 の 分 泌 物 は , 脂肪 
酸 を 主 成 分 と し , ふつ う は , 羽毛 に ぬっ 
て , 羽毛 の 耐水 性 を 高め る 働き を も つ 。 
[26 ペ ー ジ 右 ] 下 (森岡 弘之 
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空 飛ぶ 島 の メカ ニズム 


4 羽ばたき 飛行 (上 ) 


3 紀 は た くけ に こ BU 民 る 人 る の だ 
Go と 3 模型 の つば さて 実験 し た 








鳥 の 離着陸 法 く 





landing aircraft を 略し た 航空 用 語 ) す 
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模式 図 で ある 。 離陸 の と き 鳥 の 速度 は ゼ 


な わ ち 垂直 離着陸 機 に 当たる わけ で ある ロ だ か ら , 鳥 自身 が つば さ を 動 か し 風 を 
羽ばたき 飛行 を 説明 する 前 に 、 鳥 が 離 | =2 図 AB。 起こ し て 揚力 を 得 な けれ ば な ら な い 。 前 
着陸 の と き ,、 どん な テク ニッ ク を 使う か | 降下 離陸 、 上 昇 着陸 か に 向かっ て つば さ を 力 強く 羽ばたく 


考え て みよ う 。 鳥 の テク ニッ ク は 状況 に 
応じ て 上 臨機 応変 、 風 を 巧み に 利用 し 高揚 
力 装 置 を 縦横 に 働か せ て いる こと は も ち 
ろ ん , あし の 呪 曜 力も 生か し て いる 。 し 
か し 複雑 に みえ る テク ニッ ク も , 大 づか 
み に 考 える と 3 つの 方 法 の 組合 せ と い え 
る よう だ 。 
滑走 離着陸 

ハク チョ ウ や 潜水 採 鉛 が モ な ど 濾 面 荷 


2 は 

・ 飛行 に 必要 な 連 度 を 得 て 飛 び た つ 方 
4 断崖 の 岩 搬 に 巣 を つく る 海鳥 が 好 
ん で 用 いる 離陸 法 で ある 。 音 陸 の 際 は 、 
目的 地点 の 下方 か ら 消 空 し な が ら 上 昇 し 
て ちょ うど 速度 が ゼロ に な っ た 瞬間 に 着 
陸 す る と いう 方 法 が これ で ある 。 

いい か える と , 位置 の エネ ルギー を 運 
動 の エネ ルキ ー に 変え て 離陸 し 、 飛行 中 


と , 能率 の よい 迎え 角 で 風 を 受け る こと 
に な る の で 、 離陸 に 必要 な 揚力 が 得 ら れ 
る こ 導 に な の 

前 方 に 打ち お ろ し た つば さ を 後 方 へ う 
ち 上 げ る と き 、 鳥 は どの よう に つば さ を 
用 いる だ ろう か 。 つ ば さ の 打ち 上 げ の 理 
想 は 、 ハ チドリ の よう に つば さ を 裏 返し 
て 後方 へ 勢い よく 振り 払う こと で ある = 
5 図 。 こ うす れ ば ヘリ コブ ター の メイ ン 


1 図 B ホレ ハジ ロ の 消 走 区 


2 図 B 


ハト の 尻 も ち 着 陸 
(CV:O2D 


3 図 B 


重 の 大 きい 鳥 は 、 つ ば さ の 羽ばたき だ け に 蓄え た 運動 の エネ ルギー を 位置 の エネ ロー ター の 回 転 と 同じ 働き を 、 つ ば さ の 

で は 離陸 に 必要 な 揚力 が 得 ら れ な い 。 ツ 羽 ルギー に 変え て 速度 を ゼロ に し て 背 陸 す 往復 運動 が 果たす こと に な っ て , 垂直 離 

ば た き な が ら 水 面 を 滑走 し た の ち 、 や っ る と いう 方 法 で ある = 3 図 AB。 リ リエ 昇 が 可能 に な る 。 

と 離 水 が 呈 能 に な る 。 斉 水 する ハク チョ ンタ ー ル の グラ イ ダー は , 山 の 斜 面 を 走 と ころ が 大 部 分 の 鳥 は 、 ハ チドリ の よ 鳥 が 飛び た つと き は 揚力 と 同時 に 前 方 
ウ は , みず か き を ひろ げ て エア ー プ レー りお り て 離陸 し た が , これ は 滑走 と 降下 | うに 器用 な 真似 が で き な い の で 、 つ ば さ へ 進ま せる 推力 が 必要 だ が , 揚力 は 主 と 


キ と する が じゅ うぶ ん 速度 を 落と すこ と 
が で きず , 水上 スキ ー の よう に 滑走 し た 
の ち , 静止 する こと に な る 。 こ の タイ プ ブ 
の 離着陸 は 、 ち ょ うど 飛行 機 と 同じ 方 法 
と いう こと が で きる =1 図 AB。 
垂直 離着陸 

大 部 分 の 鳥 は 滑走 する こと な し に 、 1 
点 か ら 飛 び た ち , 目的 地 に ぴた り と 北陸 
する こと が で きる 。 受 生か ら 飛 び た っ た 
ハト が 空 を 飛び まわ り 、 再 び 芝 生 に 着陸 


する 場合 が この 好例 で ある 。 飛行 機 に た 停止 飛行 の 際 に も 見 られ る か ら 注 意 し て の 中 央 を 走ら ず 、 外 側 に ずれ て いる た め 行なう 。 先 年 コガ モ の 離 水 を 撮影 し た N | 
と える と V T 0 L (Vertical take-off and いた だ きた い 。 4 図 は この よう す を 示す で ある HK の フィ ルム を 見 せ て いた だ く 機 会 が 
り カラ ー ペ ー ジ 解説 一 一 一 
ーー く 近 く で は 、 毒 液 が 出る の る 観察 で き 『 つ ひ と つ は 完全 な も の に は な っ て いな 
ハ 識別 \ 
性 が ある と し て も 、 どの 程度 の も の か 、 る 。 腹 を こす りつ け て 尋 液 を 出す と き , テ と 地 の 昆 朱 を 議 列 する カ い 。 こ の こと は 、 この 習性 が 比較 的 新 し 


また 先天 的 な も の か 、 それ と ゃ 後天 的 な 





離陸 の 組合 せ と し て 考え られ る 。 
離陸 の と き の 羽 ば た き 方 3 


鳥 が 平地 か ら V T 0L と し て 離陸 する 
と き 、 ど の よう に つば さ を 動か す で あ ろ 
うか 。 垂直 に 飛び た つと き は 、 つ ば さ を 
真下 に 打ち お ろ し て 空気 を 下方 へ 押し や 
っ た ら よ さそ うに 思わ れる が , 鳥 は 予想 
に 反し て は ほ ば 水平 方 向 に つば さ を 状 ば た 
く 。 水平 方 向 の 羽ばたき は 超 低 速 飛行 や 


鳥 は それ が 目 に は いら な いよ うに 目 を 閉 





を た た むように し て 手首 を 引き あげ た の 
ち , 初 列 風 切 羽 を 勢い よく 後方 に 振り 払 
う 。 こ うす る こと に より , 初 烈風 切羽 の 
1 枚 1 枚 が 反転 し て 、 ハ チドリ の つば さ 
と 同様 の 効果 を も つこ と に な る 。 

し た が っ て つば さ の 打ち 上 げ の と き 、 
か ら だ に 近い 次 列 風 切 羽 の 部 分 は 遊ん で 
いて 、 有効 に 働く の は 初 列 風 切 羽 の つい 
て いる 先端 部 だ け と 考え られ る 。 初 列 風 
切 の は ね が 反転 で きる の は 、 羽 四 が 羽 弁 


ハチ 以外 の 馬 虫 を 捕え た と き は 、 木 の 





| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
1 
| 
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し て つば さ の 打ち お ろ し に よっ て 生じ , 
推力 は つば さ を 後 方 へ 振り 払う 際 に 主 と 
し て 得 ら れる よう で ある 。 そ の 他 あ し の 
跳躍 力 が 離陸 を 助け 、 ひ ろ げ た 尾 が 芝 動 
の リズ ム に 合わ せ て 人 微妙 に 羽ばたい て バ 
ラン ス を 保っ て いる 点 も 見 の が せな い 。 


コガ モ の 離 水 3 


コガ モ や マガ モ の よう に , 潜水 せ ず に 
水面 で 採 人 鉛 す る カモ は VTOL 式 離 水 を 





いも の で ある こと を 示唆 し て いる も の と 


も の か は 明らか で な い 。 じ る 。 料 理 し お わる の に 要する 時 間 は 約 枝 に 持ち 帰り 、 頭 を 何 回 か 枝 に 打ち つけ 思わ れる 。 
いろ いろ の 野外 観察 や か ご に 飼っ た 島 10 秒 で ある 。 こ の よう な ハチ の 殺し 方 | て 殺す まで は 同じ だ が , 腹 を 枝 に こす り 
2 8 8 茅 し 方 | て 殺す まで は す ハチ クオ の ゲオ イ ゼン ダグ 
の 観察 の 報告 に よる と , ハチ クイ は ハチ は , ほとん どの ハチ に つい て , まっ た く つけ る こと は し な い 。 し た が っ て , ある | 
の 毒 に 対し 、 免疫 性 の み に 頼 っ て いる の 同じ で ある よう だ 。 ハ チク イ は , 長く て 程度 まで は 、 ハチ と 他 の 昆虫 の 識別 が で | 最後 に 本 文中 に 書か れ て いな い ハ チ 
で は な いこ と が 明らか で ある 。 ハ チク イ 鋭い くち ば し を 持っ て いる た め に , ハチ きる よう で ある 。 し か し , 数 日 の 間 、 | クイ の ダイ ビン グ に つい て 述べ て お きた 


は 、- く ちば し の 先 で ハチ を つか まえ る 


に 刺さ れず に 獲物 を 殺し 、 毒液 を 抜い て 


チ だ け を 与え 、 そ れ か ら ハ チ ナチ 以外 の も の 


い 。 ヨ ー ロ ッ パ ハチ クイ 。 ミ ドリ ハチ ク 


と , 木 の 枝 の 上 に 持ち 帰り 、 す ぐ く わ え 食べ られ る の で ある 。 を 与え る と 、 ハチ に 対す る よう に 料理 す | イィ な ど 数 種 の ハチ クイ で は 、 カワ セミ の 
直し て 胸 と 胴 の あい だ の 細い 部 分 を し っ ベニ ハチ クイ で は , 飛び な が ら ハ チ を る 。 こ の よう に , 比較 的 簡単 に 条件 づけ よう に 水辺 の 核 に と まっ て いて , 急 に 水 








か り は さむ 。 そ れ か ら , ハチ の 頭 を 木 の 捕え , 核 の 上 に 持っ て こ ず に , その まま 食 られ る の で , 議 別 能力 は あっ て も , た い | 中 に 跳び こみ 、 水 面 近く の 小動物 を 捕え 
核 に 1 , 2 回 強く 打ち つけ る 。 次 に 、 す べ る こと が ある と いう 。 こ の 場合 、 ど うし し た も の で は な さそ う で ある | る こと が 観察 され て いる 。 か ら だ が まっ 
ば や く 獲 物 を くわ え 直 し て 腹 の 先 を つま て ハチ を 殺す の か まだ わか っ て いな い 。 また 、 ミ ツバ チ の な か の 有志 な 働き バ | た く 水中 に 没 す る ほど の こと も ある が 、 | 
み , ハチ の 腹部 を 枝 に 510 回 強く こす ハチ を 料理 する と き の 動 作 は 生ま れつ チ と , 無 赤 の 雄 バ チ は ,、 ふつ う 識 別 で き ふつ う は 、 頭 と 腹 が ぬれ る 程度 で 飛び だ | 
りつ ける 。 こ の 結果 、 少なくとも か な り き の も の で , . 親 か ら 離 し て 育て た も の で | な いよ う で ある 。 一 方 , 一 見 し た と ころ . | し , も と の 場所 に も どる と いう 。 こ うし 
の 尊 液 は 放出 され る 。 さ ら に , また 1 て も る 同じ よう な 行動 を する 。 し か し , 最初 | ハチ に よく 似 て いる ハナ アブ の 類 は 、 た | た えさ の と り 方 が 古く か ら 受 けつ が れ た 
4 回 、 頭 を 枝 に 打ち つけ 、 ハチ が 死ぬ と の 10 回 くら い は 、 必 ず し も うま くい か だ ち に 識別 し た と いう 例 も ある 。 要する も の か , それ と も ご く 新 し いも る の か は , 
頭 か ら 飲 みこ ん で 食べ る 。 ハ チ を 殺し た ず 、 と きど き 素 され る よう な 形跡 が 見 ら に 、 ハ チク イ の ハチ の 毒 に 対処 する し か | か な り む ず か し い 問 題 で ある 

枝 の 上 に は , 奏 液 が 飛び 散っ て お り , ご れる そう で ある 。 | た は , 何 段 階 に ちな っ て いて 、 その ひと | (国立 科学 博物 館 研究 官 ) 
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つば さ の 動か し 方 


っ か 
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回 転 台 の うえ て A つ C は つば さ の 打ち 上 げ 。D 一 E は 打ち お ろ し 。 か ら だ が 半 回 転 し た 。 


あっ た 。 

この フィ ルム は 1 秒間 に 400 コマ と い 
う 高 速度 で 撮影 され た も の だ っ た が 、 コ 
ガ カモ の 離 水 に ふた つの 方 法 が ある こと が 
わか り 興 味 深かっ た 。 1 番 め は 6 図 A の 
よう な 垂直 離 水 で 、 羽 ば た き 方 は 前 述 し 
た と お り 水 平方 向 で ある 。 2 番 め の 方 法 
は つば さ で 水 を 斜め 後方 に 強く た た いて 

- 気 に 離 水 す る 方 法 で ,、 緊急 離 水 の と き 
用 いら れる らし い 。 6 図 B の よう に つば 
さ の ひと 打ち で 、 発射 され た ロケ ッ ト の 
よう に 水面 を 離れ る 姿 は みごと で あっ 
た 。 す べ て の 水面 採 人 が ガ が モ が コガ モ と 同 
様 に ふた つの 離 水 法 を 使い わけ て いる の 
か どう か 今後 注意 し て 観察 し て いた だ 
きた いと 思う 。 


ル 模型 と オモ チャ の つば さく 


離陸 し た 鳥 は 、 し だ い に 状 ば た き 方 向 
を 水平 か ら 垂 直方 向 に 転じ て 水平 飛行 に 
移る 。 水 泳 の バタ フラ イ の よう に つば さ 
で 空気 を 後方 に か か な いで 、 垂 直方 向 に 
羽ばたく だ け で 揚力 と 同時 に 推力 が 得 ら 

る わけ を 不思議 が る 人 た ち が 多 い の 
で 、 ほ ん と うに 推力 が 得 ら れる こと を 体 
験 し て る や ら う た め の 模 型 の つば さ を つ く 

2 に の ま 7 こ 

つば さ の 検 型 は 、 木 で つく っ た 前 肢 の 
骨 に 、 ハ トロ ン 紙 に 細い 棒 を 接着 し た 風 
切羽 を 差し こん だ も の で 長 さ は 約 1 メー 
トル で ある 。 回 転 台 に 乗っ て この つば さ 
を 上 ト 下 に 羽ばたく と 、 自然 に くる くる 回 
り は じ め る か ら 愉 快 だ =7 図 

平ら な 板 を 水平 に 保っ て 上 下 に 泌 ば た 
か せ て る, 回転 全 が 回 り だ さ な い こと を 
考え る と , 回 り だ す 秘 は 前 方 だ け に し 





ふつ う の 
垂直 離 水 法 
水 た た き 
緊急 離 水 法 
D N 
い 
才 彩 朝日 新聞 社 
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っ か り し た 骨 が 通り , 後部 は 風 を 受け る 
と た わ み や すい は ね か ら 成 り た っ て いる 
と いう 構造 に ある こと が わか る 。 8 図 の 
オモ チャ は フラ ンス 製 の 羽ばたき 機 で あ 
る 。 ゴ スム 動力 で つば さ を 上 下 に カタ カタ 
動か し て 飛ぶ が 、 こ の つば さる 前 方 に 骨 
が 通り 、 後 部 は 薄い プラ スチ ックス の 膜 
が 張ら れ て いる だ け で 7 図 の 棋 型 同様 た 
わ み や すい 構造 に な っ て いる 


じ 水平 飛行 中 の 羽ばたき 方 3 


水平 飛行 中 の 鳥 は 、 つ ば さ を ほ ぼ 上 下 
方 向 に 羽ばたい て いる よう に みえ る 。 離 
陸 の と き の つ ば さ の 動か し 方 と 羽ばたき 
の 方 向 が 違う わけ は , 離陸 時 に つば さ の 
受け る 風 が 、 羽 ば た く こ と に よっ て 生じ 
た の に 対し , 水平 飛行 の 際 は 装 ば た き に 

て 生ずる 風 に 飛行 速度 に 等 し い 風 が 
前 方 か ら 加 わる か ら で あ る 
1 つば さ の 打ち お ろ し 


羽ばたき 飛行 の 原理 を 考え る た め ま ず 
つば さ の 打ち お ろ し を 考え る こと に し よ 
の 2 は SSD の oe の) 


先端 と か ら だ に 近い 部 分 を 考え る と 、 先 
端 の ほう が 長い 距離 を 動か な けれ ば な ら 
な いか ら 、 下 か ら 受 ける 風 は 当然 強く な 
る 。 鳥 の つば さ の 構造 も 模型 と 同様 に な 
> て いる の で 、 つ ば さ は 先端 に いく ほど 
大 きく ね じ れ る こと に な る 。 こ の 後 緑 を 
上げ て ね じ れ た つば さ に 当たる 風 は , 打 
ち お ろ し に よっ て 生ずる 風 と 前 進 に よる 
風 を 合成 し た も の に な る の で 、 つ ば さ の 
場所 に よっ て 方 向 が 変わ っ て くる 。 9 図 
の よう に 先端 部 は 斜め 下方 より 風 を 受 
け , か ら だ に 近い と ころ で は 水平 に 近く 
な る 
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11 図 
羽 抜 け デ ュ 
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ョ バト 





13 図 A 
上 か ら の 光 て で 撮影 穫 過 光 を 加え て 撮影 
は ね の 重なり 方 は は ね の 重なり 方 が 

正常 に 見 える 。 逆 に も 見 える 。 


キビ タキ の つば さる ( 理 面 ) 


10 図 は つば さ の 打ち お ろ し の 模式 図 で 
ある 。 つ ば さ の 3 つの 断面 を 考え る と 先 
端 部 A 人 は 大 きく 傾い た つば さ に 斜め 下 か 
ら 風 を 受け る の で 空気 力 は 前 方 に 傾き 、 
か ら だ に 近い 断面 C で は 空気 力 は ほとん 
ど 真 上 に 働い て いる 。 空気 力 が 前 に 傾く 
RE 
て いる こと か ら つ ば さ の 先端 ほど 
推力 を 中 じ る プロ ベラ と し て の 働き が 大 
きく 、 つけ根 に いく に し た が っ て 揚力 を 
生じ る つば さと し て の 働き が 大 きい こと 
が わか る 

実際 、 端 で は 初 列 風 切 の は わが 分 か 
れ て いて 。 1 枚 1 枚 の は ね が ブロ ベラ の 
よう に ね わ じ れ て 推力 を 生じ て いる 。 初 列 
風 切 の 外側 の は ね を 切っ て し まっ た 鳥 が 
飛 べ な く な る の は ,、 プロ ベラ を 失っ て し 
まう か ら で あ る 。11 図 は 極端 に は ね の 披 
けた デン ショ バト だ が 、 これ で も 拉 べ る 
の は 初 列 風 切 羽 も 次 列 風 切 羽 も 適当 に 残 

っ て いる か ら で あ る , 

2 切手 の な と 風 切 羽 の 重なり 方 

いま 見 て きた よう に , つば さ の 打 ち お 
ろ し は 飛 行 に 必要 な 推力 と 揚力 を 生ずる 
重要 な 動作 で ある 。 鳥 の つば さ が 下 か ら 
風 を 受け る と 、 隣 りあ う 風 切 激 どう し が 
ぴったり と くっ つい て つばさ 全体 が 1 
枚 の 板 と な る よう に 重なっ て いる の は ., 
打ち お ろ し の 効果 を あげ る た めで ある 
重なり 方 は つば さ の 上 面 か ら 見 た 場合 
か ら だ に 近い ほう が 上 に な っ て いる [65 
ーV ペ ベー ジ 図 参照 ] 

12 図 は 昨年 の バー ドウ ィ ー ク の 記念 切 
手 だ が 、 シ ジュ ウ カ ラ の 手前 の つば さ の 
は ね の 重なり 方 が 逆 で 、 こ れ で は 飛べ な 
いと いう 投書 が あっ た 。 と ころ が この 図 
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9 図 
つば さ に あたる 風 


A つば さ の 先端 
B つば さ の つけ 根 









V 前 進 に よる 風 


V V つば さ に あたる 合成 風 





キビ タキ の つば さき ( 裏 面 ) 


柄 の も と と な っ た 、 本誌 で お な じみ の 高 
野 伸二 氏 の 人 写 真 を 見 る と 重なり 方 が 確か 
に 逆 に 写っ て いる の で 、 画家 が こう 描い 
た の る 無理 の な いこ と で ある 。 本誌 77 一 
2 ペー ジ に ある ツグミ モドキ の 写真 も 向 
か っ て 右側 の つば さ の は ね の 重なり ぐ あ 
い が 逆 に 見 える と いっ た ぐあい で 、 注意 

する と 重なり 方 が 逆 に 見 える 写真 に し ば 
し ば お 目 に か か る の で ある 

と それで は ほん と うに 展 切 物 の 重なり 
が 逆 に な る こと が あり 得る の だ ろう か 、。 
わた し は 鳥 の つば さ を ひ ろ げ て 送風 機 の 
風 を さま ざま な 角度 か ら 当 て 、 風 速 変 
化 さ せ て 調べ て みた が 、 重なり 方 を 変え 

る こと は つい に で き な か っ た 。 次 に わた 
し は , 重なり 方 が 逆 に 見 える 写真 が ひろ 
げた つば さ を 裏 側 か ら 撮影 し た も の に か 
ぎら れ て いる こと に 注目 し て 、 重なり 方 
が 逆 に 見 える の は 送 過 光線 の いた ずら で 
は な いか と 考え て みた 。 

13 図 は 窓 カ ラス に 当たっ て て 死ん だ キビ 
タキ の つば さぁ # を 裏 か ら 撮 - > た 写真 で あ 
る 。 A は 上 方 か ら の 光 の み で 撮っ た も の 
で 上 正しい 重なり 方 が 表現 され た が 、 送 過 
光 を 加え た で は 重なり 方 が 逆 に な っ て 
いる よう に 見 える の で ある 。 しかし, こ 
れ だ け で は 説明 が すっ きり つか な い 写 真 
が ある の で 実は 困っ て いる 。 こ れ は みな 
さん に も 考え て いた だ きた い お も し ろ い 
宿 着 で ある 

(自由 学園 教師 ) [写真 ・ 





図 と る 筆 者 ] 


編集 部 か ら 藤堂 明 保 氏 執筆 の 連載 
「 漢 字 の ふる さと 」 は 、 同氏 が 訪中 の た 


め , 本 号 か らし ば らく 休 戦 いた し ます 
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私 た ちの 仲間 








山 の 愛 婚 者 シマ リス 


山道 を 歩い て いる と , リス が 急 に 草 の 
な か か ら チ ョ ロ チ ョ ロッ と 出 て くる こと 
が 多い 。 途 中 で 立ち 止ま り 、 ク リッ と し 
た 涼し い 目 で こち ら を 見 て いる の で , 
2、3 歩 そろ り そ ろ り と 近寄る と , 向 こ 
う も チョ コチ ョ コッ と 逃げ だ す が , 少し 
いく と また 立ち 止ま り , クル リ と こち ら 
を 向く 。 こ ん な こと を 何 回 か 繰り 返す 
と 、 飽き て し まう の か 横 の や ぶ へ は いっ 
Cc 60 が 

リス と は いう が 、 尾 が 大 い ほ か は 、 ど 
う 見 て も ネズ ミ そ っ くり で , 目 つ き や ロ 
も る と は た い へ ん か わい らし い 

シマ リス は 寒く な る と 冬眠 する 。 以 
前 。 わ た し も シマ リス を 数 年 飼育 し て み 
| た こと が ある 。 冬 眠 し て いる の を 出し て 
| き て 部 屋 の すみ に 置い て お く と 、 丸 く 固 
く な っ て いた の が , だ ん だ ん と 呼吸 数 が 
増し て き て , し ば らく する と 動き だ す よ 








| 巣 引 き が うま くい か な い 


< 問 > わた し の 家 の セ キ セ イ イン コ は 何 
回 も 産卵 し て いま す が 、 卵 が か えっ て も 
| ひな を 殺し た り 卵 を 食べ て し まっ た り し 
| て , まじ め に 卵 を あたため ませ ん 。 家 に 
プン チョ ウ も いる の で これ に セキ セイ イ 
ンコ の 卵 を 抱か せる こと は で き な い で し 
ょ うか 。 

(東京 都 ・ 鈴 木 貴 子 ・11 歳 ・ 小 学生 ) 
< 答 > ジュ ウシ マツ ( 十 姉妹 ) は 自分 の 
卵 を と て も じょう ず に 抱き 、 ひ な も 育て 
る ば か りか , 他 の , 同じ よう な 仲間 の 卵 
も か え し て , じょう ず に 育て る の で 有名 





| 
1 
| 
| 
|] 
| 
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- セ イイ ンコ の 卵 を 抱い て , 











ウル こ 7 ポ の 5 

ひと つ 人 不思議 な こ 
と が ある 。 冬 眠 中 の 
シマ リス は , いつ 見 
て も 冷たく 死ん だ よ 
うに な っ て いる の 
に , か ご の 中 に 入れ 
て お いた トウ モロ コ 
シ を 食べ て いる らし 
く ,、 トウ モロ コシ が 
な く な る の で ある 。 
ネズ ミ な ど が は いれ 
る よう な 穴 は な い の で , シ マリ ス が 食べ 
た の に ちがい な い 。 画 

(北海 道 幌 延 町 ・ 富 士 元 寿彦 ・24 歳 ・ 自 
由 業 ) 


動物 を 愛す る と は ? 


こん に ち 、 自 然 保護 や 動物 愛護 が し き 
り に 唱え られ て いる が , その な か に は ま 
ちがっ た 動物 や 自然 の 愛し 方 を し て いる 
人 が 多い と 思う 

動物 を 真 に 愛す る と いう こと は , 自分 
の 手 の な か に 閉じ こめ て 愛す る の で は な 
く , あく まで 自然 の な か で , 自然 の 法則 
に か な っ て 愛さ ね ば な ら な いと 、 わた し 
は 思う 

も る し あな た が ベッ ト を 飼い 、 そ れ を か 
わい が る こと が 真 の 愛 だ と 思っ て いる と 
し た ら , それ は 自己 中 心 の 考え 方 で は な 
い だ ろ うか 。 単 に 動物 の し ぐさ が か わい 
い , 小鳥 の 声 が 美しい か ら と いっ て , そ 
れ を 小さ な お り に 閉じ こめ て 満足 し て い 


で す が , これ は あく まで フィ ンチ 類 と い 
う 同 系 統 の 仲間 に か ぎら れ ま す 。 
プン チョ ウ も フィ ンチ 類 に は いり ます 


ます 。 
卵 か ら か えっ た ひな の 口 の 構造 も まっ 
た く 違 い 、 親鳥 が ひな に えさ を 与え る 方 
法 も 異な り ま す の で ,、 プン チョ ウ が セキ 
か えす こと は 
で き て も , ひな に えさ を 与え る こと が で 
きず , 育て る こと が で きま せん 

卵 を 一 度 食べ る こと を 覚え た 親鳥 を 、 
再び 巣 引き に 使う こと は 、 ほ と ん ど 無 理 
な の で , 今後 の た め に も 、 な ぜ 落 ち つ い 
て 巣 引き を し な か っ た か を 考え て みる 必 
要 が あり ます 

< 伸 の よい 、 若 いつ が い だ っ た か > 
若い と いっ て る, 雄 親 が 生後 6 か 月 に 
も な っ て いな いよ う で は , 無精 卵 に な る 
こと が あり ます が 、 反対 に 年 寄り で も い 
け ま せん 。 こ れ は 上 暴 親 に も いえ る こと で 
す 。 雄 、 雌 どちら か 片方 だ けが 巣 引き し 
た い 気 持 に な っ て いて も , これ で は けん 
か ば か り し て じょう ず に いき ませ ん 。 双 
方 が 同じ よう な 気分 に な ら な いと 成功 し 
な い の で す . 





る の な ら , それ は 動物 を 人 間 の 欲望 の ま 
ま に 玩 具 化 し て 扱う こと で は な いか 
そし て , これ を 動物 へ の 真 の 愛 だ と 思 
いこ み , また 思い こま せる よう な 宣伝 に 
乗り 、 動 物 を 商品 と し て 売っ た り 改良 し 
た りす る 。 そ れ に より 動物 た ちの 自由 を 
東 縛 し 、 自然 を 息 い 、 自 然 な 動物 を 虐待 
し , 人 間 の た め だ け の 人 工 的 玩具 的 動物 
を ふやし て いる 

も し 真 の 自然 保護 ・ 動 物 愛護 を 訴え る 
な ら , 動物 の 虐待 に 反対 する と 同様 に 、 
動物 の 所 有 に も 反対 し 、 た だ ち に 動物 た 
ち を 自然 の な か へ 返し 、 か れ ら を 自然 の 
な か で 自然 の まま に 愛す る と いう 態度 を 
と る べき だ と 思う 。 画 

(東京 都 世 田谷 区 代田 5 一 24 一 15・ 泉 茂 
雄 ・17 歳 ・ 学 生 ・ 電 414-4960 ) 
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ぁ 投稿 者 の 泉 さ ん は 、 こ の 文 に つい て 
多く の か た た ちの ご 意見 を 求め て いる の 
で , と くに 住所 ・ 電 話 番 号 も 掲載 し まし 
た 。 確 か に 泉 さ ん の ご 意見 に は , 多く の 革 
題 が 含ま れ て いる と 思い ます 。 い きす ぎ 
た ベッ ト ・ ブ ー ム は 困っ た こと で す が 
飼育 と いう こと が 動物 の 理解 の た め に , 
まっ た く 不 必要 だ と いい きる わけ に も い 
きま せん し 、 動物園 と いう も の の 社会 的 
教育 的 な 意味 も あり まし ょ う 。 ま た , 動 


《 鳥 か ご を 移動 し て は いけ ませ ん > 
巣 引き させ た いと き に は 鳥かご は 決ま 
っ た 場所 に 置き 、 動か し て は いけ ませ 
ん 。 日 に 当て て や ろう と か , か げっ た か 
ら 中 に いれ て や ろう な ど と 動か す の も 禁 
物 で す 。 そ の た びに 鳥 が 驚い て 卵 を つぶ 
し た り , 抱卵 を や め て し まっ た りす る こ 
と が あり ます 
《 抱 卵 中 は 栄養 を つけ て は いけ な い : 
いつ で も 栄養 を つけ れ ば よい と いう る 
の で も あり ませ ん 。 抱卵 中 に アワ 玉 や ア 
サ の 実 な ど を 与え る と , 鳥 は 落ち つか な 


裏表 紙 説 明 


ウス バカ マキ リ gzzs 7ezgzosZ は る 


っ と ゃ 分 布 の 広い カマ キリ で , ヨー ロッ ー 


バ , アフ リカ 、 アジ ア の 大 部 分 に 見 られ 
る 。 もっとも, うん と 寒い 所 は 苦手 で , 


イギリス や スカ ンジ ナビ ア 地 方 に は すん 


で いな い 。 日 本 で は 信州 な どの 山地 に 多 
い 。 ウ スバ と いう 名 は , オオ カマ キリ 
7oog み rg sewss な ど に くら べ る と 前 更 
の 緑色 が 薄く て 、 半 透 明 に 見 える と ころ 
か ら つ けら れ た 名 で ある 。 オ オカ マキ リ 





デニ スズ スー 


| 








物 を 囲い か ら 放 し て や る だ け で , その 動 
物 が 守ら れる も の な の か どう か 。 そ こ で 、 
替 谷 を 問わ ず 、 わ た くし た ちる 多く の か | 
た の ご 意見 を うか が いた いと 思い ます 。 | 
泉 さ ん ご 本 人 だ け で な く , 編 集 部 あて に , 
意見 を 送っ て いた だ ける か た が いら っ し 
ゃ れ ば 歓迎 し ます 。 重 (編集 部 ) 





ーー テー ャ ーー Eeeccixoor 


ぁ 編集 部 か ら 

本 誌 創 刊 以来 ご 愛読 いた だ きま し た 
「 ヒ グマ と 2 和信 の イノ シシ 」 は 。 今回 を 
も ち ま . し て ひと まず 終了 いた し ます 。 ど 
ん べ え の 今後 の 成長 去り は 、 い ずれ 想 を 
新た に し て ご 執筆 願う 予定 で す 。 

次 号 か ら 、 伊沢 統 生 氏 の 「 ア マゾ ン 動 
物 記 」 を 連載 し ます 。 伊 沢 氏 は , 昨年 6 
月 か ら こ と し の 3 月 まで , 日 本 モン キー 
セン ター か ら 南 アメ リカ の アマ ゾン 流域 
調査 に 隊長 と し て 派遣 され 、 サ ル 類 の 生 
上 態 調査 に 従事 され まし た 。 ア マゾ ン の 大 
自然 に 生き る さま ざま の 動物 の 姿 に ご 期 
待 く だ さい 。 画 


ーー ツー サザ 


ーー ュー ャ ーー の 





く な り 、 抱 卵 を や め た り 雌 雄 で けん か を 
し た り し ます 。 抱卵 中 は ふつ う の え さと 
水 と ボレー 粉 だ け で いい の で す 
《 ワ クモ が わい て いな いか > | 
巣 引き 中 は 巣箱 の 中 に ワク モ と いう ダ | 
= が わく こと が あり ます 。 こ れ が いる と 
雌 は 抱卵 に 専念 で きず , 中 止 卵 に な っ た 
り ひ な が か えっ て も 育ち ませ ん | 
以上 の よう に , 巣 引き が うま くい か な | 
い 原因 と し て , さま ざま な こと が 考え ら 
れ ま す 。 こ うし た 点 を じゅ うぶ ん に 注意 
じ CS だ さい 5 較 (小鳥 の 病院 院長 ) | 


より 小型 で 、 前 あし の 基 節 の 内 方 に 黒い 
色 が ある の で 、 区 別 す る の は 容易 で あ 
る 。 の 
動く も の を 見 る 力 は 強く , 動く 慣 呈 
は すぐ 捕え る が 、 じ っ と し て いる も の に 
は 手 を 出さ な い 。 雄 が 雌 に 近づく と き 、 
動き が わか れ ば 捕え られ て し まう か ら 。, 
時 間 を か け て , 実に ゆっ くり と 接近 す 
る 。 Mgzs と は お みこ さん の 意 で , 前 
あし の 形 が 祈る の に 似 て いる か ら で あ る 
が 、 日 本 の 方 言 に も オガ ミ 、 オ ン ガ メ な 
ど が ある 。 画 (古川 晴男 ) Ph.Jj.Six 
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第 65 号 一 第 128 号 (鳥類 ) の お も な 内 容 @ 数 字 は 号 数 、 自 人 ぬき 数 字 は 刊 

⑱ 鳥 綱 概説 フッ ボウ ソウ 目 ハチ クイ , ブ プ ブッポウソウ ツル 目 ジャ ノ メ ド リ , カグー, ノ ガ ン 
スス メ 目 アト リ , ゴ シ キ ヒ ワ , マヒ ワ ブッ ボウ ソウ 目 ) オオ サイ チョ ウ ⑯ キシ 目 ツ カ ツ クリ , ライ チョ ウ 
スス メ 目 カナ リア , ウソ , イス カ キヌ バネ ドリ 目 ケツァール キジ 目 クビ ワシ ャ コ , ウズ ラ , ニニ ジ キ ジ 
スズ メ 目 シメ , ムネ アカ イカ ル , ホオ ジ ネス ミト ドリ 目 アオ エリ ネズ ミド リ キジ 目 ニワ トリ , キジ , キン ケイ , ギン ケイ 
スズ ス メ 目 スズ メ , キン ラン チョ ウ , ブン チョ ウ アマ ツバ メ 目 ヨー ロッ パ ア マツ バ メ キシ ジ 目 マク ジャ ク , シ チ メ ンチ ョ ウ 
スズメ 目 ベニ フウ キン チョ ウ , メジ ロ アマ ツバ メ 目 ノド アカ ハチ ドリ Q⑩ ウ 多久 衝 且 ヨタ マタ ドル, へ ビク イ ウ 多 。 トビ 
スス メ 目 、 ムク ドリ , フイ ア , モズ ヨタ カカ 目 アブラ ヨタ カカ , ヨー ロッ パ ヨ タカ ワシ タカ 目 、 ハイ タカ , イヌ ワシ , ハク トウ ワシ 
スズ メ 目 キセキレイ, タタ ヒバリ ,。 イワ ヒバ リ フク ロウ 目 ナヤ フク ロウ , コノ ハズ ク ワシ タカ 目 クロ ハゲ ワシ , ヒゲ ワシ , ミサ ゴ 
⑯⑮ ス ス メ 目 キビ タキ, オオ ルリ , コ ヨ シ キリ フク ロウ 目 コキ ン メ フク ロウ , アオ バズ ク ⑰ ワ シタ カ 目 ハヤブサ, チョ ウ ゲ ン ボ ウ 
スズメ 目 ウグイス, セッカ, キク イタ ダキ ⑳⑮ フ クロ ウ 目 コミ ミズ ク , フク ロウ ⑱ カ ンカ カモ 目 ツノ サケ ビ ド リ , オオ ハク チョ ウ 
W ス ズ メ 目 コマ ドリ , ナイ チン ゲー ル , ノビ タキ @ ホ トト ギ ス 目 ホトトギス , カッ コウ カン 力 モ 目 ガチ ョ ウ , ヒシ クイ , マガ ン 
ゆ 9 スズメ 目 イソ ヒヨドリ , ウタ ッ ツグミ , ツグミ ⑰ オ ウム 目 オオ バタ ン , キバ タン カン カモ 目 マガ モ , アヒル , オシ ドリ 
ゆ ス ス メ 目 ミソ サザ イ , カワ ガラ ス @⑱ オ ウム 目 ルリ コン ゴウ 。 セキセイ イン コ カン カモ 目 ホシ ハジ ロ , クロ ガ モ , カワ アイ サ 
人 W ス ズ スズメ 且 ヒヨドリ 。 ツ ウシ チョ ウ み , キバ シリ ⑲ ハ ト 目 カワ ラバ ト , キジ バト コウ ノ ト リ 目 ベニ フラ ミン ゴ , ゴイ サギ 
スズ メ 目 ゴジ ュ ウ カラ , エナ ガ , シジュウカラ ⑯ 上 ハト 目 シラ コバ ト , カン ムリ バト , サケ イ ⑱⑲ コウノトリ 目 シュ モク ドリ , コウ ノ ト リ , トキ 
全 ス ス メ 目 オオ フウ チョ ウ , マダ ラニ ワシ ドリ チドリ 目 タマ シギ , ミヤ コ ド リ , コチ ドリ ペリ カン 目 オオ ペリ カン , シロ カツ オド リ 
便 ス ズ メ 目 カケ ス , カサ サギ , オナ ガ ⑯9 チ ドリ 目 オグ ロジ デ ギ , イソ シギ ペリ カン 目 カワ ウ , ウミ ウ , グン カン ドリ 
スズ メ 目 ホシ ガラ ス , ハシ ボソ ガラ ス チドリ 目 タ シ 守 , ヤマ シギ , エリ マキ シギ ミス ナギ ドリ 目 , カイ ツブ プリ 目 
の スズ メ 目 コウ ライ ウグイ ス , ツバ メ , ヒバ リ 0W チ ドリ 目 セイ タカ シギ , トウ ゾク カモ メ アビ 目 , シギ キダ チョ ウ 目 
スズ メ 目 コト ドリ , ヤ イ ロ チ ョ ウ ⑯W チ ドリ 目 "ユリカモメ, カモ メ , ベニ アジ サシ ゆめ キー ウィ 目 , ヒ ク イ ドリ 目 , レア 目 , ダチ ョ ウ 有 目 
キツ ツキ 目 ) キ リハ シ , ノド グロ ミツ オシ エ ⑩⑯' チ ドリ 目 ヒメ ウミ スズ メ ,。 ウミ ガラ ス ⑳ ペ ン ギ ン 目 キン グ ペ ン ギ ン , コピ トペ ン ギ ン 
キツ ツキ 目 ハシ ボソ キツ ツキ , アオ ケラ | ツル 目 クロ ヅル , カン ムリ ヅル 以下 ⑳ 一 ⑭ 両生 類 , 克 虫 類 
フッ ボウ ソウ 目 カワセミ, アカ ショ ウ ビ ピン ⑯ ツ ル 目 フュ ユ ク イ ナ , バン , コ ヒ レ アシ ⑯ 一 ⑯ 魚類  ⑯ 一 昆虫 類 , 甲殻 類 

SS * 5 届 TE 0 テー こと 


第 1 号 一 第 64 号 (概説 ・ 噛 乳 類 ) の お も な 内 容 


い 説 1 生態 学 、 自 然 保 護 仙 食 肉 目 ジェ ネッ ト , カワ ウソ @ 偶 路 目 ) バー バリ シー ブ プ , アイ ベッ クス 
@ 概 説 II 動物 分 類 学 、 生 物 学 的 環境 @ 食 肉 目 スカンク, アナ グマ ⑧ 偶 路 目 ヤギ, カモ シカ 本 誌 の 購読 に つい て 
霊長 朋 ゴリ ラ @ 食 肉 目 テン . クロ テン ⑳ 偶 路 目 ガゼル, イン パラ に 庄 は 。 会 国 の 書店 、 朝日 新聞 販売 
@ 型 長 朋 チン パン ジー, オラ ン ウ ー タ ン ぬ ⑳ 食 肉 目 ミン ク 、 イ タチ ⑧⑱ 偶 踏 目 ) ブラ ッ ク バ ッ ク , ヌー Pa を RM 
霊長 月 テ ナ ガ ザル 、 オ ナガ ザル 食肉 目 パンダ, アラ イグ マ ⑧ 偶 路 目 ローン アン テロ ー ブ 、 ダイ カー ” お だ コ 3 
@ 堪 長 有 目 カニ クイ ザル , ヒヒ 人 G 食 肉 目 ) マレ ー グ マ 、 ホッ キョ ク グ マ @ 偶 路 目 ) バイ ソン . アフ リカ スイ ギュ ウ 2 
@ 境 長 目 キヌ ザル , オマ キザ ル @ 食 肉 目 ヒグマ , ツキ ノワ グマ 人 ⑳ 偶 路 目 ウシ 、 スイ ギュ ウ か た は 、 お 近く の , 取扱 店 に お 申込 み 
@ 吉 長 用 メガ ネ ザ ル , キツ ネ ザ ル , アイ アイ 側 食 肉 目 ( 家 犬 ) イヌ 概説 、 盲 導 大 、 警察 大 人 9 偶 踏 目 ) イラ ンド , ブッ シュ バッ ク トド さ い 。 加 
@ 食 躍 目 ツバ イ , モグ ラ , ハリ ネズ ミ 食肉 目 ( 猟 大 ) グレ ー ハ ウン ド , セッ タ ⑳ 偶 踏 目 キリン オカ ピ , ノロ ジ カ な お ., 本 社 直 接 購入 の ご 希望 の か た 
ぷ ⑪ 世 手 目 , 皮 机 目 ) コウ モリ 、 ヒ ヨ ケ ザル 人 め 食 肉 目 (番犬 ) 日 本 犬 . セ ント バー ナー ト 人 W 偶 路 目 トナ カイ , ヘラ ジ カ は . 下記 あて お 申込 み を 願い ます 。 送 
⑩ 醤 歯 目 ヤマ アラ シ , チン チラ , ミズ ブタ の 食肉 目 (愛玩 大 ) スピ ッ ツ . チワ ワ 人 の 偶 路 目 アカ シカ 、 マ メジ カ 料 は , 1 部 に つき 30 円 で す 。 
人 ゆ 醤 歯 月 トビ ネズ ミ , ヤマ ネ 人 W 食 肉 目 (野生 琴 ) ディ ン ゴ , リカ オン ⑳ 偶 路 目 ラク ダ 、 ラ マ 5 
⑯ 事 歯 目 家 ネ ズミ 、 野 ネズ ミ 食肉 目 キツ ネ . ホッ キョ クギ ツネ @ 介 路 目 カバ . ペッ カリ 関電 
@ 歯 用 レミ ング ,、 ビー バー. 食肉 目 オオ カミ 、 コ ヨ テ @ 偶 申 目 イノ シシ 、 ブ タ 電 2 
。 - xL. 03 一 212 一 01: 

リス , ムササビ 内 ッ ザ ラ シ 、 有 鱗 目 , 管 ッ リ ノ 上 2 2 

六 半 上 O Sa の 仙 歯 目 , 有 燃 日, 管 歯 用 アリ クイ 朝日 新聞 大 阪本 社 出 版 業務 部 


@ 癌 歯 目 ウサ キ 食肉 目 セイ ウチ , オッ ト セ イ . トド セン ザン コウ , ツチ ブタ 
人 ゆ 食 肉 目 チー ター、 ライ オン 人 Q 奇 踏 目 サイ 、 バ ク ぷ 海 牛 目 . 秋 有 目 ジュ ゴン . ナガ スク ジラ 
食肉 目 トラ ⑳ 奇 踏 目 ウマ 近 説 ⑱ 番 目 イル カカ , マッ コウ クジ ラ 
食肉 目 ヒョウ . ジャ ガー @ 奇 路 目 ) サラブレッド, ポニ ー あ 有 袋 目 カン ガル ー, バン ディ クー ト 
@ 食 肉 目 。 ピューマ, ヤマ ネコ @ 奇 路 目 ロバ, ラバ, シマ ウマ @ 有 袋 目 |) コアラ. フク ロ ネ コ 還 
1 


上 
「 肝 
大 阪 市 北 区 中 之 島 3 一 3 〒530 
TEL. 06 一 231 一 0131 
朝日 新聞 西部 本 社 販売 部 出版 業務 課 
北九州 市 小倉 区 砂津 1 一 12 一 1 〒802 














. 093 一 531 一 1131 

朝日 新聞 名 古屋 本 社 販 売 部 出版 務 係 
名 古屋 市 中 区 栄 1 一 3 一 3 〒460 
TEL. 052 一 231 一 8131 








食肉 目 イエ ネコ ⑯ 岩 旬 目 、 長 鼻 目 イワ ダ ヌ キ , ゾウ ⑳ 上 単 孔 目力 モ ノ ハ シ , ハリ モグ ラ 
人 ゆ 食 肉 目 ハイエナ, マングース ⑱ 偶 踏 目 ヒツジ 概説 ・ 晴 乳 類 索引 
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